
（別紙３）

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 36 （回答者数） 18

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 7 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
ご利用者様が「楽しい」「やりたい」と思えるような活
動を企画してご提案していきます

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

刺激のコントロールの必要が出た場合、増室等の⾧期的
な選択肢の確保にこだわらず、パーテーションの追加設
置等の選択肢も具体的に考える。

2

3

○事業所名 みらいこども松本寿南教室

○保護者評価実施期間 令和6年11月10日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和6年11月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月25日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

ご本人の成⾧段階やペースを尊重した関りを事業所単位
で意識している点

各活動について、ご本人のその時のご様子、ペース、成
⾧段階に合わせた関りを心がけています

個別スペースが少なく、刺激が困難さにつながる場合に
支援の選択肢が限られてしまう点

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

お子さんが刺激で活動に集中できなくなってしまい、支
援での経験体験が得られる危害が減ってしまう。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

みらいこども松本寿南教室
公表日 2025年3月25日

利用児童
数 36 回収数 18

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

17 1

・教室が2階だったり、送り迎えをして頂いて
いるので様子がわかりにくいです
・限られたスペースの中で、活動の切り替えが
できる工夫をしていただけてるなと思います。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

16 0

・配置など工夫されていると思います。
・職員の人数のことは正直なところ分かりませ
んが、大変な我が子にも対応していただけて感
謝しております。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思いま
すか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報
伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 12 4

・2階が教室なのでバリアフリーでは無い
のかなと思いました。
・階段が怖い

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

16 0

教室が2階だったり、送り迎えをして頂いてい
るので様子がわかりにくいです

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が
受けられていると思いますか。 

18 0

こどもが他の子やスタッフとどう関わっ
ているのか、どんな様子で過ごしている
のか見学出来る機会を設けていただける
と嬉しい

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合っ
ていると思いますか 。

18 0

こどもが他の子やスタッフとどう関わっ
ているのか、どんな様子で過ごしている
のか見学出来る機会を設けていただける
と嬉しい

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析
された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されている
と思いますか。 18 0

毎月、茶話会を開いて家族支援にも力を
入れていただけているなと思います。

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放
課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、
「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に設定
され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思いますか。

18 0

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。

18 0

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います
か。

18 0

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会が
ありますか。

6 12

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について
丁寧な説明がありましたか。

18 0

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされまし
たか。

18 0

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング
等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われていますか。

13 2

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況につ
いて共通理解ができていると思いますか。

17 1

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

14 4

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

18 0

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の
機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだい向
けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けられるな
ど、きょうだいへの支援がされていますか。 11 4

茶話会などあり保護者交流もありい
いなと思ってます。

現段階の安全対策で良しとせず、年度
ごとのお子さんの特性に応じて対応を
変えていく。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

参観日成⾧事例発表会等を開催する。

適
切
な
支
援
の
提
供

保
護
者
へ
の
説
明
等

参観日成⾧事例発表会等を開催する。

参観日成⾧事例発表会等を開催する。

参観日成⾧事例発表会等を開催する。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



19
こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されていると
ともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説
明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

18 0

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思
いますか。

18 0

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等
の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されて
いますか。 17 1

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

18 0

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されています
か。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。 16 1

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練
が行われていますか。

15 1

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安
全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

17 1

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故
が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

17 0

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 

18 0

先月から通い始めたばかりですが、子供の支援
を丁寧に行っていただき、活動の様子もしっか
り共有してくださるので安心して利用させて頂
いています。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

18 0

毎回楽しく通わせてもらってます。個別で色々
とさせてもらったり、嬉しそうに作品を持って
帰ってきてます。先生方もお迎えの時にその日
の様子をよく見て教えてくれて嬉しいです。い
つもありがとうございます。これからもよろし
くお願いします。

29 事業所の支援に満足していますか。

18 0

いつもありがとうございます。

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度



（別紙５）

みらいこども松本寿南教室
公表日 2025/3/25

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

3 1

こどもの特性に沿った対応等、情報共有
が工夫されている。

教室へ行くために階段を上るので、装具
等つけている利用者さんは上りにくいご
様子。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。

1 3

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、
事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上
の配慮が適切になされているか。 3 1

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達
の活動に合わせた空間となっているか。

4 0

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境に
なっているか。 

4 0

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員
が参画しているか。

3 1

GM等で「〇〇ですがどうですか?」など
意見が出しやすいように工夫されてい
る。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、そ
の内容を業務改善につなげているか。

3 1

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげてい
るか。

4 0

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。

2 2

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催
する機会が確保されているか。

3 1

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 

3 1

支援終了後の振り返りは出来ていない
が、翌日に振り返りやどんな支援を行っ
ていこうなどの話し合いを行っている。 4 4

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや
課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。

4 0 0 0

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけで
なく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考
慮した検討が行われているか。 4 0

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われて
いるか 。

4 0

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセス
メントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用す
る等により確認しているか。 4 0

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課
後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行
支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こ
どもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設
定されているか。

4 0

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

4 0

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

3 1

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイ
サービス計画を作成し、支援が行われているか。

4 0

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割
分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。

4 0

事業所名

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

事業所における自己評価結果公表



21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返り
を行い､気付いた点等を共有しているか。

2 2

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげてい
るか。

4 0

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を
判断し、適切な見直しを行っているか。

4 0

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて
支援を行っているか。

4 0

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力
を育てるための支援を行っているか。

4 0

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこど
もの状況をよく理解した者が参画しているか。

4 0

支援での出来事等ご家族と共有するが、
利用者さんの様子をもっと詳しく共有で
きれば良い。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関
係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

4 0

28
学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認
等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っている
か。 4 0

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等
との間で情報共有と相互理解に努めているか。

4 0

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行す
る場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。

3 1

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズ
や助言や研修を受ける機会を設けているか 。

1 3

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があ
るか。

2 2

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。

1 3

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題につい
て共通理解を持っているか。

4 0

35
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペア
レント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を
行っているか。 2 2

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っている
か。

4 0

SNSの発信は行っているが、行事予定等
の発信は行っていないので発信できると
良い。

37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、
こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認
する機会を設けているか。 4 0

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者か
ら放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

4 0

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と
支援を行っているか。

4 0

40
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同
士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交
流する機械を設ける等の支援をしているか。

4 0

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こども
や保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。

4 0

42
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動
概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信している
か。 4 0

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

4 0

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている
か。

4 0

保
護
者
へ
の
説
明
等

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携



45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っている
か。

2 2

46
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マ
ニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練
を実施しているか。 4 0

利用者さんと関わる前にその方の特性等
職員間で共有されている。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に
避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

4 0

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。

4 0

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされてい
るか。

4 0

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる
等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

3 1

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づ
く取組内容について、家族等へ周知しているか 。

3 1

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をして
いるか。

4 0

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている
か。

4 0

54
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こ
どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計
画に記載しているか。 4 0

非
常
時
等
の
対
応



（別紙３）

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 11 （回答者数） 4

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 6 （回答者数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

年度ごとのお子さんの様子に合わせて活動を変えていく

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者様や関係機関様からの情報収集を丁寧に行い、今
の発達にちょうどいいタイミングの経験や体験を作って
いけるように活動を作っていく。

2

3

○事業所名 みらいこども松本寿北教室

○保護者評価実施期間 令和6年11月10日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和6年11月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月23日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

基本的な安心安全でご本人の内側から行動や発信を促す
とともに、音楽リトミック活動/体操サーキット活動な
ど特定の経験体験を生み出しやすい環境活動づくりに配
慮している点

安心安全が保障された環境で、お子さんの内側から行動
や発信を促せるような活動づくり

普段日常の様子が知りずらい

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

短時間での療育活動に絞っているため、特定の環境での
様子を私たちは知ることができます。しかしながら、お
子さんの経験する多様な場面の様子の情報がなく、活動
の課題設定が偏る懸念がある。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

みらいこども松本寿北教室
公表日 2025年3月25日

利用児童
数 11 回収数 4

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。
3 1

2 職員の配置数は適切であると思いますか。
3 1

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。
3 1

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
3 1

5 こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が受けられていると思いますか。
3 1

6 事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合っていると思いますか
4 0

7 こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思いますか。
3 1

8 児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援

3 1

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。
3 1

10 事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いますか。
2 1

11 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと活動する機会がありますか。
3 1

12 事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明がありましたか。
3 1

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。
3 1

14 事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われていますか。
3 1

15 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況について共通理解ができていると思いますか。
2 2

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。
3 1

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。
3 1

18 父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

2 2

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

保
護
者
へ
の
説
明
等

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



19 こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されているとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

2 2

20 こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思いますか。
3 1

21 定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されていますか。
2 2

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。
4 0

23 事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていますか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。
2 2

24 事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練が行われていますか。
3 1

25 事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか
1 2

26 事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
3 1

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。
3 1

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。
3 1

29 事業所の支援に満足していますか。
3 1

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度



（別紙５）

みらいこども松本寿北教室
公表日 2025年3月25日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

2 0

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である
か。

2 0

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化
や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 2 0

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

2 0

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら
れる環境になっているか 。

1 1

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、
広く職員が参画しているか。

1 1

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。

1 1

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に
つなげているか。 

2 0

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている
か。

1 1

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で
研修を開催する機会が確保されているか。

1 1

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。

2 0

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成
しているか。 2 0

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ
でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最
善の利益を考慮した検討が行われているか。 2 0

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ
ているか。 

2 0

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ
ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使用する等により確認しているか。 2 0

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支
援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支
援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな
がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具
体的な支援内容が設定されているか。 2 0

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

2 0

事業所名

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提

事業所における自己評価結果公表



18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

2 0

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児
童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。

2 0

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい
るか。 2 0

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援
の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

1 1

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に
つなげているか。

2 0

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性
を判断し、適切な見直しを行っているか。

2 0

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

2 0

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

2 0

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の
観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども
園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報
共有と相互理解を図っているか。

2 0

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、
支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

2 0

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携
を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

1 0

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け
たり、職員を外部研修に参加させているか。

1 0

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極
的に参加しているか。

1 0

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー
パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

1 1

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど
もと活動する機会があるか。

1 1

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。

1 1

34
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ
ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機
会や情報提供等を行っているか。 1 1

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を
行っているか。

2 0

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊
重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家
族の意向を確認する機会を設けているか 。 2 0

31

提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

28



37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者
から児童発達支援計画の同意を得ているか。

2 0

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応
じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。

2 0

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま
た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている
か。 2 0

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す
るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合
に迅速かつ適切に対応しているか。 2 0

41
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ
り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対
して発信しているか。 2 0

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

2 0

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。

2 0

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。

1 1

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発生を想定した訓練を実施しているか。 2 0

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備
え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

2 0

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し
ているか。

2 0

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応
がされているか。

2 0

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

1 1

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全
計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

1 1

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について
検討をしているか。

2 0

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。

2 0

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児
童発達支援計画に記載しているか。 2 0

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応



（別紙３）

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 43 （回答者数） 12

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 6 （回答者数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

年齢や活動段階に合わせて、課題や活動場所を工夫して
いく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

活動や課題の意図に合わせて必要なら刺激を調整すべ
く、事業所を見直し空きスペースの確保や物品の配置の
検討をし、スペースの活用を検討していきたい。

2

3

○事業所名 みらいこども松本寿北教室

○保護者評価実施期間 令和6年11月10日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和6年11月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月23日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

中高生を主な対象者として、活動設定行っている点 活動バリエーションの幅を持たせる。例:体も大きく体
力もある年齢なので、て広い場所で危険がない様しっか
り体を動かせるように体育館を借りる。

個別スペースが少ない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

個別のスペースが少ないことにより、刺激が入りすぎて
お子さんが困ることがある。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

みらいこども松本寿北教室
公表日 2025年3月25日

利用児童
数 43 回収数 12

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

12 0

たくさんの経験をさせてもらってま
す。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

12 0

地域の他の子どもとの交流はわかり
ませんが特に必要性は感じていない
ので不満もないです

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思いま
すか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報
伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 11 0

⾧期休みの時のお出かけや、祭日イ
ベントはとても楽しく子どもも楽し
く参加しています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

12 0

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が
受けられていると思いますか。 

12 0

支援のあとにはその日の出来事など
も丁寧にお話してくださりありがた
いです

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合っ
ていると思いますか 。

12 0

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析
された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されている
と思いますか。 12 0

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放
課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、
「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に設定
され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思いますか。

11 1

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。

12 0

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います
か。

11 1

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会が
ありますか。

3 8

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について
丁寧な説明がありましたか。

12 0

いつも丁寧に見て頂き感謝しています。
子供も楽しく通っていて本当にありがたいで
す。

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされまし
たか。

12 0

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング
等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われていますか。

12 0

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況につ
いて共通理解ができていると思いますか。

12 0

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

11 1

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

12 0

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の
機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだい向
けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けられるな
ど、きょうだいへの支援がされていますか。 9 3

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

保
護
者
へ
の
説
明
等

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



19
こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されていると
ともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説
明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

10 1

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思
いますか。

12 0

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等
の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されて
いますか。 12 0

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

12 0

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されています
か。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。 12 0

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練
が行われていますか。

12 0

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安
全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

12 0

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故
が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

12 0

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 

11 0

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

11 0

29 事業所の支援に満足していますか。

12 0

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度



（別紙５）

みらいこども松本寿北教室
公表日 2025/3/25

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

2 1

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。

1 2

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や
情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 2 1

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、
こども達の活動に合わせた空間となっているか。

3 0

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ
る環境になっているか。 

3 0

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、
広く職員が参画しているか。

2 1

保護者からの問い合わせに対して、利用者と
しっかりと話しをしたりと対応が出来ている。
研修もしっかりと行えている。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて
おり、その内容を業務改善につなげているか。

2 1

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ
なげているか。

3 0

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている
か。

2 1

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研
修を開催する機会が確保されているか。

2 1

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 

3 0

当日の送迎後や翌日の朝会などで支援に関して
や支援者間で共有している

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を
作成しているか。 3 0

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任
者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども
の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 3 0

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が
行われているか 。

3 0

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル
なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ
スメントを使用する等により確認しているか。 3 0

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン
の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家
族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支
援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ
れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

3 0

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

3 0

事業所名
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事業所における自己評価結果公表



18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

3 0

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課
後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。

3 0

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内
容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている
か。 3 0

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の
振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

1 2

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ
なげているか。

3 0

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの
必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。

3 0

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み
合わせて支援を行っているか。

3 0

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定
をする力を育てるための支援を行っているか。

3 0

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、
そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

3 0

外部との交流

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教
育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

3 0

28
学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻
の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適
切に行っているか。 3 0

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援
事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

3 0

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等
へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している
か。 2 1

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー
パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。

1 2

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する
機会があるか。

0 3

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。

1 2

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課
題について共通理解を持っているか。

3 0

35
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ
ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会
や情報提供等を行っているか。 2 1

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ
ているか。

3 0

37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思
の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや
家族の意向を確認する機会を設けているか。 3 0
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38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、
保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

3 0

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要
な助言と支援を行っているか。

3 0

40
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、
保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、
きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。

3 0

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも
に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対
応しているか。 3 0

42
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ
り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し
て発信しているか。 3 0

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

3 0

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を
しているか。

3 0

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。

1 2

46
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発
生を想定した訓練を実施しているか。 3 0

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、
定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

3 0

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して
いるか。

3 0

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が
されているか。

3 0

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置
を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

2 1

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計
画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

2 1

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検
討をしているか。

3 0

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし
ているか。

3 0

54
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決
定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後
等デイサービス計画に記載しているか。 3 0

保
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（別紙３）

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 56 （回答者数） 14

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

作成後、取り組む中での改善点などを話し合い、より良
い支援方法に繋げることができるようにする。

2

ご利用者様が様々なことを経験していく中で興味の幅が
広がったり、出来ることが増えるよう、より一層楽しめ
る活動を企画してご提案していきます。

3

視覚支援の中でもご利用者様個々で理解しやすいツール
は変わってくるため、一人一人にあったツールを用いな
がら支援をしていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

イベントなどの催しで地域の方とコミュニケーションを
とる機会を作っていく必要がある。

2

ご利用者様の特性やニーズをしっかり把握したうえで支
援に当たり、ロープレを通して実際の支援方法に落とし
こめるようにしていく。

3

読み合わせの時間/回数を増やす
ロールプレイを行う

○事業所名 みらいこども松本松原教室

○保護者評価実施期間 令和6年11月10日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和6年11月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月23日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

ご利用者様一人一人に合わせた個別支援計画の作成、実
施

個別支援ＧＭで、計画案の内容をスタッフで確認し合
い、より良いものにしようと意識が出来ている。

地域との繋がり

個別対応ができる職員の育成

非常時等の対応

小集団の中で、個別に対応が必要なご利用者様の支援が
できる職員が限られてしまう状況がある。

研修を通して、マニュアル確認をする時間が十分に取れ
ていない

通所が楽しみとなるような様々なイベント実施 ⾧期休みや祝日の中で室内外で出来る様々なイベントを
打ち出すことができている。
また、電車活動やお買い物体験などを通して社会体験や
SSTを養う機会となっている。

安心して過ごせる環境つくり ご利用者様に分かりやすいよう、写真、絵カード、イラ
スト等の視覚ツールで活動中のお約束事やお部屋のルー
ルをお伝えできている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

児童クラブなどを含める地域の方と交流をする機会がな
い。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

みらいこども松本松原教室
公表日 2025年3月1日

利用児童
数 56 回収数 14

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

14 0

視覚からも入りやすいように、カー
ド等を使って指示していただいてあ
りがたいです。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

13 1

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思いますか。ま
た、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が
適切になされていると思いますか。 14 0

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。また、こど
も達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

14 0

綺麗にしていると思います。

5 こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が受けられ
ていると思いますか。 

14 0

6 事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合っていると
思いますか 。

14 0

7 こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上
で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されていると思いますか。

14 0

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デ
イサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す
支援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援
内容が設定されていると思いますか。

14 0

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。

14 0

10 事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いますか。

14 0

11 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があります
か。

6 8

12 事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説
明がありましたか。

14 0

13 「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。

12 2

14 事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族
等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われていますか。

13 1

15 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況について共通
理解ができていると思いますか。

13 1

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

14 0

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

14 0

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の機会が設
けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだい向けのイベントの開
催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支援が
されていますか。

11 3

事業所名

ご意見を踏まえた対応
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19
こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されているとともに、
こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説明され、相談や申
入れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

14 0

20 こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思います
か。

14 0

21 定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報や
業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されていますか。

13 1

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

14 0

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていますか。また、発生を想
定した訓練が実施されていますか。 12 1

本人から避難訓練をしたという話を聞い
たことがないので23・24の質問は分かり
ません。

24 事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練が行われ
ていますか。

13 0

25 事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の確保
が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

14 0

26 事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故が発生し
た際の状況等について説明がされていると思いますか。

14 0

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 

14 0

子供が喜びそうなイベントがたくさ
んあり、いつも楽しく通わせていた
だいております。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

13 1

すぐ取り入れていただいていつも助
かります!

29 事業所の支援に満足していますか。

13 1

非
常
時
等
の
対
応

避難訓練実施後の広報等を見直したい
と思います。

満
足
度



（別紙５）

みらいこども松本松原教室
公表日 2025/3/25

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

6 0

集団での活動に参加するのが難しい時、個別で休め
る空間作りが出来て居るので安心できる環境が整っ
ていると思う。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。

6 0

利用定員に対する職員の人数においては、利用者が
少ない場合は事務に入ったり、他教室にヘルプを出
すなどで配置の調整をしている。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や
情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 6 0

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、
こども達の活動に合わせた空間となっているか。

6 0

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ
る環境になっているか。 

6 0

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、
広く職員が参画しているか。

4 2

第三者による外部評価の実施は把握できて
いない為、こちらで実施が必要であれば取
り組んでいきたい。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて
おり、その内容を業務改善につなげているか。

3 3

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ
なげているか。

6 0

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている
か。

3 3

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研
修を開催する機会が確保されているか。

6 0

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 

5 0

４つの基本行動については、普段の室内活
動であったり、祝日での外出活動で取り組
むことが出来ている。

移行支援」及び「地域支援・地域連携」につい
ては計画書でどう触れればいいのか分からず、
出来ていない部分があるため改善が必要。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を
作成しているか。 6 0

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任
者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども
の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 6 0

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が
行われているか 。

6 0

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル
なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ
スメントを使用する等により確認しているか。 6 0

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン
の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家
族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支
援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ
れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

5 1

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

6 0

事業所名

環
境
・
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制
整
備
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切
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事業所における自己評価結果公表



18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

5 1

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課
後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。

6 0

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内
容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている
か。 5 1

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の
振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

6 0

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ
なげているか。

6 0

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの
必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。

6 0

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み
合わせて支援を行っているか。

5 1

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定
をする力を育てるための支援を行っているか。

6 0

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、
そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

6 0

関係機関との連携はしっかり取ることが出来て
いる。放課後等デイサービスから障害福祉サー
ビス事業所等へ移行する機会はないのでいいえ
回答をしました。

地域の児童クラブなどの交流はないので、
今後機会を作ることが出来たらとおもう。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教
育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

4 2

28
学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻
の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適
切に行っているか。 6 0

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援
事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

4 2

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等
へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している
か。 4 2

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー
パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。

2 3

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する
機会があるか。

2 4

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。

2 4

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課
題について共通理解を持っているか。

6 0

35
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ
ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会
や情報提供等を行っているか。 5 1

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ
ているか。

6 0

定期的に保護者面談を行い情報の共有を行ったり、
茶話会で保護者様同士の交流の機会を設けることが
出来ている。
また、インスタなどのSNSを活用して利用者さんの

37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思
の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや
家族の意向を確認する機会を設けているか。 5 1

援
の
提
供
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係
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や
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38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、
保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

6 0

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要
な助言と支援を行っているか。

6 0

40
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、
保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、
きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。

6 0

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも
に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対
応しているか。 6 0

42
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ
り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し
て発信しているか。 6 0

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

6 0

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を
しているか。

6 0

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。

1 5

46
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発
生を想定した訓練を実施しているか。 5 1

虐待や身体拘束の事例は今のところないが、必要な
研修を受けて対応できるようにしている。
アレルギーなどは表を作ってすぐに見える位置に貼
るなど工夫している。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、
定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

6 0

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して
いるか。

3 3

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が
されているか。

5 1

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置
を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

6 0

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計
画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

5 1

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検
討をしているか。

5 1

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし
ているか。

6 0

54
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決
定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後
等デイサービス計画に記載しているか。 4 2
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（別紙４）

～ 令和6年12月20日
（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ 令和6年12月20日
（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 令和6年12月20日
（対象数） 1 （回答数） 1

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

担当者育成を行い、サービス提供を増回できるようにし
ていく。

2

ご利用される方とのアセスメントを通して、何を知りた
くて、何を解決したいのか…具体的に聞き取りしながら
更に情報提供を行っていきたい。

3

支援会議などで本人が話した事を本人の許可を経て、更
に共有を図れれば本人の抱える問題について解決ができ
ると思う。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

年間計画を使い訪問予定者を早めに選定、アポイントの
方法での選択肢を増やしたり、取りやすい時間帯の把握
をスタッフ間で共有を行う。また、ビジネスチャット等
の利用を検討する。

2

圏域内にある同法人内事業所とも連携を図りながら、支
援がより多く入れる方法を模索していく。

3

授業と訪問支援の時間のメリハリがつけられるように更
に学校と支援会議を通して連携をとる必要がある。

関係先との兼ね合いもあり、訪問のアポイントが取りず
らい。

学校とのアポイントの連絡が取りずらい、こまめな連絡
調整が難しい時がある。

入れる職員が限られている。 法改正により支援に介入できる職員が減ってしまってい
る。

ご希望にそえない場面が出てきてしまう。 学習を中心とした支援内容ではないため、なかなか勉強
面での指導が入ってしまうと難しい場面が出てきてい
る。

○訪問先施設評価有効回答数
○事業者向け自己評価表作成日 2025/3/25

工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

当事業所は、放課後等デイサービスと連携した多機能型
事業所であり、一貫性のある支援体制の構築ができる。

保育所等訪問支援で得た情報を放課後等デイサービスで
の支援に汎化し、よりお子さんにあった継続的な成⾧の
サポートができれるようにしている。

関係性の構築方法を知っている職員が在籍しているこ
と。

年齢層の近い、幅広い知識を持った職員がその子の個性
に合わせて会話を提供できるようになっています。分か
らない事は自己流で話すのではなく、同僚等に相談、情
報を得てから再発信できるようになっている。

学校の先生と連携が取れている。 支援を開始する前、終わった後に必ず面談の機会を入
れ、先生が情報を提供しやすい、また入手しやすい環境
づくりに努めている。
支援者の考えだけで支援するのではなく、学校の先生に
も言いにくい事を事業所側で聞き取りをし、支援につな
げている。

○従業者評価実施期間 令和6年11月10日
○従業者評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 令和6年11月10日

○事業所名 みらいこども伊那御園教室
○保護者評価実施期間 令和6年11月10日
○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 30 （回答者数） 11

～ 年　月　日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

～ 令和6年12月20日

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

来年度も毎月来所していただけるようボランティアの方
に継続したご支援をお願いしております。
販売先の拡大、飼育場の拡大を進める中で、ご利用され
る皆様が主体的に進められ、なおかつ事業所職員以外の
方との自然なコミュニケーションが取れる活動を提供し
てまいります。

2

個別支援計画の聞き取りの際に御利用者様より聞き取り
した内容を引き続きご家族にも共有させていただきま
す。
その中で出た「やってみたい活動」、「挑戦したいこ
と」等を活動にも反映することで、成功体験の積み上げ
が個別支援計画上、活動上でも把握できる仕組みを考案

3

⾧期休み等において引き続き、就労先への見学会を予定
していきます。
主に卒業生の就労先に伺うことで、放課後等デイサービ
スを卒後、どのような過ごし方を皆さん送っているか具
体的にイメージできる事業所見学会を考えていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

職員で月4回3S活動の整備点検日を設けます。
大家さんに相談しながら経年劣化している部分、破損し
ている部分は修繕を進めていきます。
施設内のカーテン、カーテンレール等、新年度に入る前
に見直しをして交換を進めてまいります。

2

できる限り、外部施設へのお出かけ、体育館等を活用す
ることで余暇スペースの確保を心がけていきます。
施設内部の不必要な物を片付ける事で生活スペースの確
保を進めてまいります。

3

教室内で相談をし、月に1回のペースで外出活動、イベ
ント活動を提供してまいります。
活動については翌月の物を月頭に配布しているため、ご
家族にも分かりやすい形で周知をしてまいります。

生活範囲が狭い

曜日によって室内活動がメインとなってしまう。
（主に金曜日）

御利用者様のほとんどが中高生となっている現在、体格
等も考えると全員がそろってしまうと事業所内のスペー
スが狭く感じる部分がある。

寄宿舎をご利用の皆様は金曜日が主な利用曜日となって
いる中、創作活動のため室内での活動日が多くなってし
まう。

個別支援計画の作成において、御利用者様の意向も聞き
取り支援内容に記載ができている。

個別支援計画を作成する際に、御利用者様にも聞き取り
を行い「やりたいこと」、「がんばりたいこと」等を聞
き取りすることができた。その内容を個別支援計画に反
映し、ご家庭、学校、相談支援専門員に共有することが
でき、共通の認識で支援を提供することができた。

就労先への見学会を定期開催することによって、就労の
イメージ作り、またそれに沿った活動プログラムの提供
ができている。

中高生が主に通う事業所として休校日、⾧期休みにおい
て卒後の就労先への見学会、講演会を実施することがで
きた。
また御園教室の卒業生に定期的に来所していただき、現
在のお仕事や余暇の過ごし方についてお話しいただく場
面も作り、卒後のイメージ作りができる活動提供ができ

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

既存のカーテンや備品、玄関先など使用において老朽化
している部分が目立っている。
また裏山の木も災害で倒れてくる可能性がある。

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

第三者との関わりを意識した活動プログラムが提供でき
ている。

平日、休日ともに毎月平均2名のボランティア講師、地
域講師の方をお招きして活動プログラムを提供すること
ができた。
上伊那圏域でも放課後等デイサービスの中で、製品販
売、メダカの飼育販売を行うことができ外部の方と自然
と関わりが持てる活動提供が1年を通して確立すること

施設の老朽化

○従業者評価実施期間 年　月　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和6年11月10日

○事業所名 放課後等デイサービス　みらいこども伊那御園教室

○保護者評価実施期間 令和6年11月10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

みらいこども伊那御園教室
公表日 2025年3月25日

利用児童
数 30 回収数 11

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。
8 3

2 職員の配置数は適切であると思いますか。
10 0

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
と思いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリ
アフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思います
か。 9 2

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いま
すか。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いま
すか。 9 2

建物入り口などジメジメしていて清潔感がない
耐震など心配なところもあります。
施設が老朽化してきている。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のあ
る支援が受けられていると思いますか。 

11 0

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内
容と合っていると思いますか 。

11 0

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観
的に分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）
が作成されていると思いますか。 11 0

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ
ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、
「家族支援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必
要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定さ
れていると思いますか。 11 0

9
放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思います
か。

11 0

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思
いますか。

11 0

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す
る機会がありますか。

7 4

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等
について丁寧な説明がありましたか。

11 0

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がな
されましたか。

11 0

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレー
ニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われ
ていますか。 11 0

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の
状況について共通理解ができていると思いますか。

11 0

16
定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われています
か。

11 0

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。
10 0

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士
の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。ま
た、きょうだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の
交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支援がされています
か。 6 4

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

保
護
者
へ
の
説
明
等

ご意見いただいた部分につきましては、職員が
定期清掃、整頓することで改善を図ってまいり
ます。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備され
ているとともに、こどもや保護者に対してそのような場があること
について周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に
対応されていますか。 11 0

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされて
いると思いますか。

11 0

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連
絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に
対して発信されていますか。 11 0

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。
11 0

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マ
ニュアル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説
明されていますか。また、発生を想定した訓練が実施されています
か。 11 0

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必
要な訓練が行われていますか。

11 0

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知され
る等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思い
ますか 。 11 0

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連
絡や事故が発生した際の状況等について説明がされていると思いま
すか。 11 0

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 
11 0

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。
11 0

29 事業所の支援に満足していますか。
11 0

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度



（別紙５）

みらいこども伊那御園教室
公表日 2025年3月25日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。
6 0

・毎年変わる利用者さんの様子にあわせて活動室の
模様替えを行い、過ごしやすい空間や切り替えを促
しやすい環境設定を行っています。

体の大きなご利用者さんが多いので、定員いっぱい
来てしまうと手狭になってしまいます。緑のマット
を廃棄すればもう少し空間が広がって良いかと思い
ます。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であ
るか。

7 0

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になって
いるか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリア
フリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされている
か。 5 2

外のコンクリートのスロープ、雪が降るとかなり滑
ります。車いすのご利用者さんの利用日はとても危
険です。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。
また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

6 1

⾧く支援している教室なので清潔な環境については
実は改善が必要となってきているように感じる。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認
められる環境になっているか。 

7 0

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返
り）に、広く職員が参画しているか。

7 0

圏域全体で参加したい研修などの希望を
しっかりとれるように工夫していきたい。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を
設けており、その内容を業務改善につなげているか。

7 0

保護者との会合があってもいいのではないか

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改
善につなげているか。

7 0

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげて
いるか。

5 1

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内
等で研修を開催する機会が確保されているか。

7 0

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 
7 0

個別支援計画などにのっとり支援を進めているとこ
ろではあるが、⾧く勤めていて?慣れてきて来ると
ころから自己流支援になってしまうかの懸念はあ
る。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保
護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイ
サービス計画を作成しているか。 7 0

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管
理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の
下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 7 0

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った
支援が行われているか 。

7 0

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いた
フォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むイン
フォーマルなアセスメントを使用する等により確認している
か。 7 0

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイド
ラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人
支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連
携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必
要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設
定されているか。 7 0

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。
7 0

事業所名

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支

事業所における自己評価結果公表



18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。
7 0

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせ
て放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われている
か。 7 0

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支
援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を
行っているか。 7 0

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた
支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

6 1

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改
善につなげているか。

7 0

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見
直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。

6 1

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複
数組み合わせて支援を行っているか。

5 1

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自
己決定をする力を育てるための支援を行っているか。

7 0

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会
議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

7 0

圏域ごと行われている社会協議会などへの
参加ができていない。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保
育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えている
か。 7 0

28
学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下
校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時
の連絡）を適切に行っているか。 7 0

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発
達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

7 0

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事
業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供す
る等しているか。 7 0

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じて
スーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。

5 2

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活
動する機会があるか。

3 4

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。
4 3

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状
況や課題について共通理解を持っているか。

7 0

35
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プ
ログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる
研修の機会や情報提供等を行っているか。 6 1

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明
を行っているか。

7 0

37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者
の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえ
て、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。 7 0

ご家族、地域の広い範囲で協力体制で支援でき
るよう日々考えることはあってもどのようにつ
なげていくかなど流れが止まってしまう。

援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携



38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を
行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ている
か 。 7 0

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談
や必要な助言と支援を行っているか。

7 0

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等に
より、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしている
か。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援を
しているか。 5 2

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備すると
ともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速か
つ適切に対応しているか。 7 0

42
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用すること
により、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保
護者に対して発信しているか。 7 0

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。
7 0

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための
配慮をしているか。

6 0

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運
営を図っているか。

4 3

46
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知す
るとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 7 0

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に
備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

7 0

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確
認しているか。

7 0

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく
対応がされているか。

7 0

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要
な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われて
いるか。 6 1

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、
安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知している
か。 6 1

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策につ
いて検討をしているか。

7 0

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対
応をしているか。

7 0

54
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織
的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た
上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 7 0

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応



（別紙３）

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 1 （回答者数） 7

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 7 （回答者数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

地域機関や所属している学校・幼保と連携しながら移行
を視野に入れて切れ目のない支援を行う。

2

1対1で話す場のみでなく、家族同士の交流や専門家の
意見を聞ける場を設けていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保育所等訪問や事業所間での様子の共有を行い、相互に
実態が確認できるよう透明性のある運営を行う。また、
地域に児童福祉のサービスを周知・広報していく。

2

年間・月間でスケジュールを設定し、日を決めて参加し
やすくしていく。家族や周囲へアンケートや聞き取りを
行い、実態に即した研修やテーマを決めた会を行ってい
く。

3

保護者会やきょうだい会といった、家族支援が乏しい。 保護者や家族に対しての研修や相互に関われる場が不足
している。また、茶話会等も企画しているが、日時の兼
ね合いで働いている家族に対して時間を確保することが
難しい側面もある。

定期的な面談や相談の場を設けている。 相談支援が引継ぎや面談の機会を数多く確保しているこ
とや送迎時の引継ぎ、LINEを用いて手軽に話を聞ける体
制が作れている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域の幼稚園、保育園でも制度の理解が得られていな
い・知られていないこともあり、見学・体験といった対
応がなされないまま、サービスが開始してしまう場面が
ある。

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

子供や保護者のニーズに応じて柔軟な支援が行えてい
る。

職員やご家庭からの意見やアイデアを吸い上げ、多職種
で検討・対応ができている。

幼稚園や保育園、その他地域との連携が不足している。

○従業者評価実施期間 令和6年11月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月23日

○事業所名 株式会社みらい福祉会上郷黒田教室

○保護者評価実施期間 令和6年11月10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

みらいこども飯田上郷黒田教室
公表日 2025年3月25日

利用児童
数 1 回収数 7

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。
7 0

2 職員の配置数は適切であると思いますか。
7 0

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。
5 1

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
7 0

5 こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が受けられていると思いますか。
7 0

6 事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合っていると思いますか
7 0

7 こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思いますか。
7 0

8 児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援

7 0

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。
7 0

10 事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いますか。
6 0

11 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと活動する機会がありますか。
3 4

12 事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明がありましたか。
7 0

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。
7 0

14 事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われていますか。
6 0

15 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況について共通理解ができていると思いますか。
7 0

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。
7 0

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。
6 1

18 父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

3 3

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

保
護
者
へ
の
説
明
等

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



19 こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されているとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

7 0

20 こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思いますか。
7 0

21 定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されていますか。
6 1

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。
7 0

23 事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていますか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。
5 1

24 事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練が行われていますか。
6 0

25 事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか
7 0

26 事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
7 0

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。
7 0

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。
6 1

29 事業所の支援に満足していますか。
7 0

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度



（別紙５）

みらいこども飯田上郷黒田教室
公表日 2025年3月25日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

3 0

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である
か。

3 0

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化
や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 1 2

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

2 1

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら
れる環境になっているか 。

0 3

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、
広く職員が参画しているか。

2 1

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。

2 1

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に
つなげているか。 

3 0

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている
か。

2 1

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で
研修を開催する機会が確保されているか。

2 1

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。

1 2

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成
しているか。 2 1

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ
でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最
善の利益を考慮した検討が行われているか。 3 0

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ
ているか。 

2 1

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ
ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使用する等により確認しているか。 2 1

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支
援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支
援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな
がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具
体的な支援内容が設定されているか。 2 1

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

2 1

事業所名

環
境
・
体
制
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備

業
務
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提

事業所における自己評価結果公表



18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

2 1

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児
童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。

2 1

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい
るか。 2 1

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援
の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

2 1

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に
つなげているか。

2 1

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性
を判断し、適切な見直しを行っているか。

3 0

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

2 1

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

3 0

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の
観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども
園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報
共有と相互理解を図っているか。

3 0

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、
支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

3 0

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携
を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

1 1

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け
たり、職員を外部研修に参加させているか。

1 1

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極
的に参加しているか。

2 0

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー
パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

2 21

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど
もと活動する機会があるか。

1 2

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。

2 1

34
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ
ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機
会や情報提供等を行っているか。 1 2

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を
行っているか。

2 1

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊
重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家
族の意向を確認する機会を設けているか 。 2 1

提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

28

31



37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者
から児童発達支援計画の同意を得ているか。

2 1

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応
じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。

2 1

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま
た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている
か。 2 1

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す
るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合
に迅速かつ適切に対応しているか。 2 1

41
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ
り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対
して発信しているか。 3 0

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

2 1

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。

0 0

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。

1 2

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発生を想定した訓練を実施しているか。 2 1

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備
え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

2 1

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し
ているか。

3 0

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応
がされているか。

2 1

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

1 2

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全
計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

1 2

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について
検討をしているか。

2 1

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。

2 1

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児
童発達支援計画に記載しているか。 2 1

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応



（別紙４）

～ 令和6年12月20日
（対象者数） 9 （回答者数） 6

～ 令和6年12月20日
（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 令和6年12月20日
（対象数） 2 （回答数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

多様なケースに対応できるよう、訪問職員の育成を行っ
ていく。

2

契約時から円滑に運営が行えるよう、訪問先の実態を調
査・聞き取りする場を設ける。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

サービス導入時や年度切り替わりの際に、訪問先の安全
計画や避難計画を参照し、協議を行う。

2

会議の開催を主導して進めていく。また、SNSやショー
トメッセージといったコミュニケーションツールを用い
て、共有のハードルを下げていく。

3

特定の施設での対応でないサービスのため、安全計画や
緊急時の対応について、明確な計画がなされていない。

事業所と訪問先の安全計画が異なるケースが多く、共有
する機会もないため明確な基準を設けることができてい
ない。

訪問先とご家庭との連携を促し、必要な助言や申し出を
行う頻度が少ない。

支援会議や関係者会議等の場での発言が主になっている
ため、頻度が少ない。

○訪問先施設評価有効回答数
○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月23日

工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

子供の実態と将来に合わせた支援を行えている。また、
支援を行うに足る職員体制が配備されている。

児童に合わせて実施する職員を選定し、安心感を持って
サービスを受けることができるよう努めている。また、
実施職員を含め、事業所内でケースにおける次回以降の
動きや共有事項の協議を行っている。

個別支援計画に則った支援を行い、訪問先にも配慮した
支援が提供できている。

訪問先の環境や職員配置、困り感もアセスメントし、当
該状況・環境で十分に可能な提案を行っている。

○従業者評価実施期間 令和6年11月10日
○従業者評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 令和6年11月10日

○事業所名
○保護者評価実施期間 令和6年11月10日
○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙５）

みらいこども飯田上郷黒田教室
公表日 2025年3月25日

利用児童
数 9 回収数 6

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 訪問支援に使用する教具教材が整えられていますか。
4 0

2 プライバシーに配慮された面接室等が整えられていますか。
4 0

3 事業の目的が適切に説明されていると思いますか。
6 0

4
保育所等訪問支援の頻度や時間について、相談の上決定されていま
すか。

6 0

5 こどもの状態に応じた支援が提供できる職員（職種や人数）体制だと思いますか。
6 0

6 こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が受けられていると思いますか。
6 0

7 こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で、保育所等訪問支援計画（個別支援計画）が作成されていると思いますか。
6 0

8 保育所等訪問支援計画（個別支援計画）には、訪問先施設や担任等の意向が盛り込まれていると思いますか。
5 0

9 保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保育所等訪問支援の提供すべき具体的内容」も踏まえながら、具体的な支援内容が設定されていると思いますか。
5 0

10 保育所等訪問支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。
6 0

11 保育所等訪問支援を実施する際、訪問先施設に配慮した支援が行われていると思いますか。
6 0

12 事業所を利用する際に、運営規程、利用者負担等について丁寧な説明がありましたか。
6 0

13 「保育所等訪問支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。
6 0

14 事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行なわれていますか。
4 0

15 必要なときにこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況、課題について共通理解ができていると思いますか。
6 0

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。
6 0

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。
6 0

18 こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されているとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

5 0

19 こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思いますか。
6 0

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備
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切
な
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援
の
提
供
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護
者
へ
の
説
明
等

保護者からの事業所評価の集計結果公表



20 事業所は、訪問先施設からの相談等に適切に応じ、必要な助言と支援が行われていると思いますか。
4 0

21 保育所等訪問支援を実施した際に、訪問先施設と訪問支援の内容について話し合いが行われていると思いますか。
6 0

22 保育所等訪問支援を実施した際に、保護者に対して適切に共有がなされていると思いますか。
4 0

23 定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されていますか。
5 0

24 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。
5 0

25 事業所では、緊急時の対応について訪問先施設と連携し、実践できるようにしていると思いますか。
5 0

26 事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか
5 0

27 こどもは訪問支援を嫌がっていませんか。
6 0

28 事業所の支援に満足していますか。
6 0

満
足
度

非
常
時
等
の
対
応



（別紙６）

公表日
利用児童

数

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやす
く、取り入れやすいものですか。

2 0

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足していま
すか。

2 0

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれ
ていますか。

2 0

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが
解消または軽減されましたか。

2 0

5 事業所からの支援に満足していますか。
2 0

事業所名
令和7年3月25日

みらいこども飯田上郷黒田教室
9   回収数  2

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応

訪問先施設からの事業所評価の集計結果公表



（別紙７）

みらいこども飯田上郷黒田教室
公表日 2025年3月25日

チェック項目 はい いいえ
工夫していると思う点・改善が必要だと

思われる点など
課題や改善すべき点

1 訪問支援に使用する場合の教具教材は適切であるか。

1 2

2 利用希望者に対して、職員の配置数は適切であるか。

2 1

3
業務改善を進めるためのPDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、
広く職員が参画しているか。

2 1

4
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。

2 1

5
従業者の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善
につなげているか 。

3 0

6
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている
か。

2 1

7
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で
研修を開催する機会が確保されているか。

2 1

8
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、保育所等訪問支援計画を
作成しているか。 2 1

訪問の振り返りは記載にて確認している

9
保育所等訪問支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者
だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども
の最善の利益を考慮した検討が行われているか 。 2 1

10
保育所等訪問支援計画を作成する際には、訪問先施設の担当者等と
連携し、訪問先施設や担任等の意向を盛り込んでいるか。

3 0

11
保育所等訪問支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行
われているか 。

2 1

12
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ
ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使用する等により確認しているか。 2 1

13
保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保
育所等訪問支援の具体的内容」も踏まえながら、具体的な支援内容
が設定されているか。 2 1

14
保育所等訪問支援計画が職員間で共有され、計画に沿った支援が行
われているか。

2 1

15
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい
るか。 2 1

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援
の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

1 2

17
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先の理念や支援手法を尊重し
て支援を行っているか。

3 0

18
毎回の支援に関して、記録を取ることを徹底し、支援の検証・改善
に繋げているか。

3 0

事業所名
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境
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務
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供

事業所における自己評価結果公表



19
定期的に保護者や訪問先の意向の確認やモニタリングを行い、保育
所等訪問支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っ
ているか。 3 0

20
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

3 0

21
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

2 1

22
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、
支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

2 1

23
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等に助言を受けた
り、職員を外部研修に参加させているか。

1 2

24
(自立支援)協議会子こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積
極的に参加しているか。

3 0

25
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。

2 1

26
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ
ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機
会や情報提供等を行っているか。 1 2

27 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。

2 1

28
訪問先施設に対し、事業の趣旨や訪問支援の目的等について適切に
説明を行っているか。

3 0

29
保育所等訪問支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の
尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや
家族の意向を確認する機会を設けているか 。 2 1

30
「保育所等訪問支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保
護者から保育所等訪問支援計画の同意を得ているか。

2 1

31
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応
じ、必要な助言と支援を行っているか。

2 1

32

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま
た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている
か。 2 1

33
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す
るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合
に迅速かつ適切に対応しているか。 2 1

34
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ
り、活動概要や連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信し
ているか。 3 0

35 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

2 1

36
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。

2 1

37
訪問支援に加え、訪問先からの相談等に適切に応じる体制を整え、
必要な助言や支援を行っているか。

3 0

38
保育所等訪問支援の実施後に、訪問先施設とカンファレンスを行っ
ているか。

2 1

保
護
者
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39
保育所等訪問支援の実施後に、家族等へ適切に支援内容等の共有を
行っているか。

2 1

40 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

2 1

41
訪問先施設からの相談に適切に応じ、信頼関係を築きながら、専門
的な助言を行っているか。

2 1

42
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発生を想定した訓練を実施しているか。 2 1 安全計画がわからない

43
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

1 2

44
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について
検討をしているか。

2 1

45
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。

2 1

46
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児
童発達支援計画に記載しているか。 2 1

施
設
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応



（別紙３）

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 23 （回答者数） 16

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 6 （回答者数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

地域のリソースを活用したり近隣施設と交流を行い、相
互に関われる取り組みを増やしていく。

2

自傷他害やパニックのケースに対応したり、当人と職員
で面談が行える機密性の高いスペースがあることが望ま
しい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

児童の利用箇所に絞った改修と空きスペースを活用し、
定期的な管理を行う。また、事業所内で完結の難しい点
は行政に補助が行えないか確認・打診を行う。

2

地域機関と相互に活動の紹介や支援者の行き来を増や
し、実態の把握と交流の機会を創出する。

3

○事業所名 みらいこども飯田上郷黒田教室

○保護者評価実施期間 令和6年11月10日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和6年11月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月23日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

休祝日に季節の行事や誕生日会を行えている。 児童の特性を踏まえつつ、季節感の意識や外出・課外活
動を通した社会体験を導入している。

建物の老朽化が進行しており、改修が必要な点が多い。
また、使用していないスペースの管理が実施できていな
い。

児童クラブや児童館の交流といった、地域の児童と交流
する機会がない。

地域機関との連携が取る場面がない。

利用定員に対して適切なスペースが確保できている。 対象児童の知的機能や社会性、課題の理解度に応じて活
動の選択ができるようになっている。また、飯沼教室・
鼎上山教室と連携して、発達の度合いに応じた移行措置
が行えている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保育園の居抜きを使用していることから建築の年数が
経っている。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

みらいこども飯田上郷黒田教室
公表日 2025年3月1日

利用児童
数 23 回収数 16

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。
16 0

横の使用していないプールのしげみが少し気になる点ではあります。（肌が弱いので夏の虫刺されなど）

2 職員の配置数は適切であると思いますか。
16 0

職員の方は大変苦労されて工夫されてると思いますが　建物の老朽化が目立ちます。改築などの費用が行政から補助されれば良いなと思います。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。
13 2

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
15 1

5 こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が受けられていると思いますか。
16 0

問11は分かりません。

6 事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合っていると思いますか
15 0

7 こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されていると思いますか。
16 0

8 放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援

16 0

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。
16 0

10 事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いますか。
14 0

11 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会がありますか。
7 6

12 事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明がありましたか。
16 0

問18は分かりません。

13 「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。
15 1

14 事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われていますか。
14 1

15 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況について共通理解ができていると思いますか。
16 0

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。
14 2

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。
16 0

18 父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

8 5

事業所名

ご意見を踏まえた対応
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保護者等からの事業所評価の集計結果公表



19 こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されているとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

16 0

20 こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思いますか。
16 0

21 定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されていますか。
14 0

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。
14 0

23 事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていますか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。
12 0

23.24.25はわからないので空白にさせていただきました

24 事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練が行われていますか。
11 0

25 事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか
13 0

26 事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
13 1

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 
16 0

誕生日会や、運動会など他の事業所さんではない企画をしてくれる。子供も楽しんで通ってくれているので安心して預ける事ができる。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。
15 1

29 事業所の支援に満足していますか。
16 0

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度



（別紙５）

みらいこども飯田上郷黒田教室
公表日 2025/3/25

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

3 0

視覚的にわかりやすいものが多いと思う。 クールダウンなどするときに、機密性の高い空間が
ないのが弱いなと思います。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。

2 1

職員配置は過多になっており場面や過介助になって
いる面がある

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、
事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上
の配慮が適切になされているか。 1 2

一人で落ち着いてクールダウンできる個室がないの
で欲しいです。
個室の設置があると良いなと感じます

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達
の活動に合わせた空間となっているか。

2 1

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境に
なっているか。 

0 3

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員
が参画しているか。

1 2

自立課題の評価を行い、課題の改良やレベ
ルアップなどを皆で検討していきたい

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、そ
の内容を業務改善につなげているか。

1 2

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげてい
るか。

3 0

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。

2 1

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催
する機会が確保されているか。

3 0

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 

3 0

イベントで買い物に行った事はありますが、地域交
流の機会の提供が薄いと思います。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや
課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。

2 1

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけで
なく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考
慮した検討が行われているか。 3 0

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われて
いるか 。

3 0

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセス
メントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用す
る等により確認しているか。 2 1

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課
後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行
支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こ
どもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設
定されているか。

2 1

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

3 0

事業所名

環
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・
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切
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事業所における自己評価結果公表



18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

3 0

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイ
サービス計画を作成し、支援が行われているか。

2 1

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割
分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。

3 0

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返り
を行い､気付いた点等を共有しているか。

2 1

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげてい
るか。

2 1

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を
判断し、適切な見直しを行っているか。

3 0

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて
支援を行っているか。

2 1

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力
を育てるための支援を行っているか。

2 1

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこど
もの状況をよく理解した者が参画しているか。

3 0

家族支援が必要だと思われるケースはある
ものの、複雑でなかなか思うように進んで
いないのが現状だと思います。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関
係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

2 1

地域との交流が欲しいと思います。

28
学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認
等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っている
か。 3 0

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等
との間で情報共有と相互理解に努めているか。

3 0

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行す
る場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。

2 1

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズ
や助言や研修を受ける機会を設けているか 。

3 0

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があ
るか。

0 3

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。

1 2

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題につい
て共通理解を持っているか。

2 1

35
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペア
レント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っ
ているか。 0 3

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っている
か。

2 1
地域行事への参加をもっと増やして、地域
に認知していただくことも重要だと思う。

37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、
こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認
する機会を設けているか。 2 1

隣に高齢者の施設があるので、交流が出来れば
よいと思います

援
の
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38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者か
ら放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

2 1

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と
支援を行っているか。

2 1

40
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同
士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交
流する機械を設ける等の支援をしているか。

3 0

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こども
や保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。

2 1

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。

3 0

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

2 1

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている
か。

2 1

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っている
か。

0 3

46
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マ
ニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練
を実施しているか。 2 1 虐待に関する研修回数を増やしてほしい

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に
避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

2 1 安全計画というものが、わからない

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。

3 0

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされてい
るか。

2 1

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる
等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

1 2

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づ
く取組内容について、家族等へ周知しているか 。

1 2

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をして
いるか。

2 1

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている
か。

2 1

54
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こ
どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計
画に記載しているか。 2 1
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（別紙３）

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 26 （回答者数） 11

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 7 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
お子さんごとに、ご本人のやりたい気持ちやできる体の動き
を引き出せるような課題設定を引き続き行う

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

刺激のコントロールの必要が出た場合、増室等の⾧期的な選
択肢の確保にこだわらず、パーテーションの追加設置等の選
択肢も具体的に考える

2

3

○事業所名 みらいこども伊那坂下教室

○保護者評価実施期間 令和6年11月10日

○保護者評価有効回答数

令和6年11月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月25日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

個別スペースが少なく、刺激が困難さにつながる場合に支援の
選択肢が限られてしまう点

お子さんが刺激で活動に集中できなくなってしまい、支援での
経験体験が得られる機会が減ってしまう。

支援環境を構造化できるように意識している点
以下にお子さんの中にある行動や気付きを促し、経験や体験を引き出
すか意識して課題設定を行っている

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

みらいこども伊那坂下教室
公表日 2025年3月25日

利用児童数 26 回収数 11

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

8 2

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

11 0

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い
ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 11 0

部屋が一つしかなくパーテーションで仕
切っている点を改善した方が良い（壁を
作って部屋数を増やす等）

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。
また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

10 1

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援
が受けられていると思いますか。 

10 1

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と
合っていると思いますか 。

11 0

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて
いると思いますか。 11 0

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支
援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適
切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います
か。 10 1

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。

11 0

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います
か。

11 0

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会
がありますか。

6 5

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい
て丁寧な説明がありましたか。

11 0

おたより等で活動が分かりやすく紹介さ
れていると思います。職員の方の説明も
丁寧です。

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま
したか。

11 0

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています
か。 10 1

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に
ついて共通理解ができていると思いますか。

10 1

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

8 3

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

11 0

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流
の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ
い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら
れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。 7 4

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている
とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周
知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています
か。 11 0

保
護
者
へ
の
説
明
等

事業所名

ご意見を踏まえた対応

年度ごとに刺激のコントロールの状況を
考えて、可動式のパーテーション等を検

討していきたいと思います。
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保護者等からの事業所評価の集計結果公表



20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると
思いますか。

11 0

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制
等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ
れていますか。 11 0

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

11 0

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま
すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。 11 0

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓
練が行われていますか。

11 0

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、
安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

11 0

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事
故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

11 0

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 

11 0

休みの日にお買い物イベントとか体験イ
ベントがあり経験させてもらってありが
たいです

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

11 0

29 事業所の支援に満足していますか。

11 0

非
常
時
等
の
対
応

満
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度



（別紙５）

みらいこども伊那坂下教室
公表日 2025/3/25

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

3 2

問３、車椅子使用などもある中で、施設前駐車場が急斜
面なので危険性は感じる。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である
か。

4 1

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化
や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 1 4

机上課題等の行いたい利用者の方がいる場合は、パー
テーションなどで対応しているが聴覚・視覚的に遮断で
きているわけではないため、集中の維持が難しく注意散
漫となりやすい。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

3 2

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら
れる環境になっているか。 

4 1

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）
に、広く職員が参画しているか。

5 0

社内研修にて会社の方針やチームビルドに繋がるような
内容は取り上げて頂いていますが、障害者支援に関する
知識を身に着ける機会が少ないように感じます。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。

1 4

保護者等の意向および意見のアンケートを見
たことがないのでよくわからない。見てもい
いのか不明なため。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に
つなげているか。

3 2

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている
か。

4 1

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で
研修を開催する機会が確保されているか。

5 0

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 

4 1

・振り返りは翌日に実施している。 ・フォーマルなアセスメントツールがない。インフォー
マルなアセスメントが中心。アセスメントツールがあっ
た方がいいとは思うが、そのための研修も必要と思われ
る。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計
画を作成しているか。 5 0

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責
任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ
どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 4 1

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援
が行われているか 。

4 0

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ
ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使用する等により確認しているか。 3 2

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ
ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、
「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい
及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に
設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

4 1

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

4 1

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

5 0

事業所名
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事業所における自己評価結果公表



19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放
課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。

5 0

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい
るか。 5 0

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援
の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

5 0

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に
つなげているか。

5 0

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し
の必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。

5 0

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組
み合わせて支援を行っているか。

5 0

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決
定をする力を育てるための支援を行っているか。

4 1

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

5 0

・学校とは会議等でも連携は取っていると思
うが、医療機関等はなかなか連携が少ないの
ではないかと思う。本来は、必要であるが。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

4 1

・スーパーバイズに関しては少ないと思う。

28
学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時
刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）
を適切に行っているか。 5 0

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支
援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

5 0

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所
等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して
いるか。 3 2

30に関して、学校を卒業する利用者の対応を
したことがないためわかりません。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー
パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。

3 2

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す
る機会があるか。

0 5

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。

1 4

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。

5 0

35
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ
ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機
会や情報提供等を行っているか。 2 3

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を
行っているか。

4 1

36に関して見たことが無いのでわかりませ
ん。

37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意
思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど
もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 5 0

・地域、地区との交流は少ないと思われる。開所
日などの兼ね合いもあるが。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行
い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

4 1

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必
要な助言と支援を行っているか。

5 0
保

供

関
係
機
関
や
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と
の
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40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま
た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている
か。 4 1

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも
に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に
対応しているか。 5 0

42
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ
り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対
して発信しているか。 5 0

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

5 0

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。

5 0

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。

1 4

46
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発生を想定した訓練を実施しているか。 5 0

・BCPに関して、内容および情報が不完全なため細部を
含めた認識はできていないと思われる。法制度的にも
BCPというものがあることは認識している。火災、地震
等の避難訓練は実施している。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、
定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

3 2

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し
ているか。

5 0

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応
がされているか。

4 1

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

4 1

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全
計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

3 2

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について
検討をしているか。

4 1

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。

5 0

54
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放
課後等デイサービス計画に記載しているか。 5 0

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応



（別紙３）

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 6 （回答者数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

専門職と連携しながらプログラムの内容をより充実させ
ていく

2

それぞれの場面においてご利用者様の困り感が何なの
か、そこにどのようにアプローチしていくのかを、作業
療法士・保育士・児童指導員など多様な支援員と情報共
有しながらチームでの支援を提供していく。

3

ご利用者様が通われている他関係機関との情報共有をリ
ハビリノートや支援会議などを通じて行ってきたが、見
学などによりさらに連携を図っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

より経験のある支援員がアドバイスなどをしながら一緒
に支援に入り、経験が少ない支援員に対しても支援方法
などをお伝えしていくことで支援員の育成を行って行く

2

関係機関との情報共有をより連携して行い、様子を把握
していく

3

集団での困りごとの把握がしずらい 個別での療育を提供していると、個別にはできていても
集団ではできないことなど、集団の中に居るからこその
困り感を把握しずらい部分がある

様々な力を身に着けられる時間割での提供 「机上課題→読み聞かせ→自由遊び（体遊びや余暇活
動）→昼食」というプログラムの提供により、多様な場
面で必要となる力を養うことが出来るよう意識的に行っ
ている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

経験値の浅い支援員も多く、すべての支援において同じ
質での提供がまだできていない部分がある

母児通所型によりご利用者様の様子を親御さんと一緒に
確認できること

母子通所により、親御さんと一緒にご利用者様の状況を
見ながら支援に当たれるので、その時に困っていること
や状況を一緒に確認しやすい。お子様の成⾧などもその
場でお伝えすることが出来る。

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

1対1の個別療育の提供 個別で療育を行うことにより、個々のご利用者様のニー
ズや状況に合わせたプログラムを提供することが出来て
いる

支援員の経験値が浅い

○従業者評価実施期間 令和6年11月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年3月25日

○事業所名 みらいこども伊那中央教室

○保護者評価実施期間 令和6年11月10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

みらいこども伊那中央教室
公表日 2025年3月25日

利用児童
数 1 回収数 0

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

1

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

1

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思いま
すか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報
伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 1

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

1

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が
受けられていると思いますか。 

1

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合っ
ていると思いますか 。

1

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析
された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思いま
すか。 1

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供
すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支援内
容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支
援内容が設定されていると思いますか。 1

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

1

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います
か。

1

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと活
動する機会がありますか。

1

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について
丁寧な説明がありましたか。

1

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。

1

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング
等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われていますか。

1

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況につ
いて共通理解ができていると思いますか。

1

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

1

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

1

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の
機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだい向
けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けられるな
ど、きょうだいへの支援がされていますか。 1

事業所名

ご意見を踏まえた対応
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保護者等からの事業所評価の集計結果公表



19
こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されていると
ともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説
明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

1

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思
いますか。

1

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等
の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されて
いますか。 1

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

1

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されています
か。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。 1

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練
が行われていますか。

1

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安
全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

1

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故
が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

1

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。

1

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

1

29 事業所の支援に満足していますか。

1

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度



（別紙５）

みらいこども伊那中央教室
公表日 2025年3月25日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。
3 0

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。
2 1

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。
2 1

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
3 0

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか
3 0

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。
3 0

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。
2 0

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。
3 0

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。
0 2

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。
0 2

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。
3 0

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。
3 0

13 児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。
3 0

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。
3 0

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。
2 1

16 児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

2 1

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。
2 1

事業所名

環
境
・
体
制
整
備
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事業所における自己評価結果公表



18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。
3 0

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
2 1

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。
2 1

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
3 0

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。
3 0

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
2 1

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
3 0

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
3 0

26 併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

3 0

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
3 0

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。
0 1

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。
1 0

30 (自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加しているか。
0 1

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか
0 2

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。
1 1

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。
3 0

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。
0 2

35 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。
2 0

36 児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか
3 0

提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
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28

31



37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。
3 0

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
3 0

39 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。

2 0

40 こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応しているか。
3 0

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。
1 1

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。
3 0

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。
0 3

45 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。
2 0

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
3 0

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。
3 0

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。
2 0

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
2 0

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか
1 1

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。
3 0

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。
3 0

53 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載しているか。
2 0

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
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（別紙３）

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 24 （回答者数） 8

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
ご利用者様が見通しを持ってより主体的に活動されたり
余暇時間を過ごして下さるような更なる支援環境作り

2
法人内の他事業所へ見学や交流で行くなど、事業所内に
留まらず新たな視点を取り入れる機会を定期的に作って
います

3
ご利用者様が「楽しい」「やりたい」と思えるような活
動を企画してご提案していきます

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
状況によってご家族がお迎えにいらした際にお車に乗る
までの見守りやお見送りなど

2

学校が休みで1日ご利用になる際は、皆様に同じ活動を
提供するのではなく３つ程度のグループ活動を一部導入
することで、よりお一人お一人に適した内容になるよう
心掛けています

3

ご利用者様皆さんに合った活動のご提供

ご利用者様のご年齢の幅が事業所開設時と比較すると広
がってきている
通われている学校もそれぞれでご利用者様も多様になっ
ている

様々な経験や資格を持った方々による支援体制
保育士、作業療法士、児童指導員など様々な経験や資格
を持った従業者がいる中で多様な視点を基に、ご本人主
体の支援体制に努めています

ご本人の成⾧段階やペースを尊重した関り
学習・自立課題・集団活動・余暇活動などスケジュール
全てにおいて、ご本人のその時のご様子、ペース、成⾧
段階に合わせた関りを心がけています

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

事業所がある建物の隣には広い駐車スペースが確保出来
ているが建物に横付け出来るスペースはあるものの限ら
れている

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

構造化された支援環境

玩具や備品をあえて手の届く場所に置かずに、それらを写真な
どで備品玩具リストを作成してご利用者さんの見えるところに
提示してある。ご利用者さんが自由時間等に玩具備品等を使い
たい場合は大人に欲しい物を伝えて（指さして）頂き提供させ
て頂くという表出コミュニケーションの機会にもさせて頂いて
いる。

駐車スペースの確保

○従業者評価実施期間 令和6年11月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月23日

○事業所名 みらいこども伊那中央教室

○保護者評価実施期間 令和6年11月10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

みらいこども伊那中央教室
公表日 2025年3月25日

利用児童
数 24 回収数 8

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

7 0

食事をする部屋、勉強をする部屋、
遊ぶ部屋と子どもにもわかりやすく
区切られていていいなと思います。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

5 2

入所依頼、活動状況を確認する機会もないため、環
境含め どのように活動しているかは正直判らない
スタッフの退所など重なり、思ったような人員確保
が難しく、大変そう

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思いますか。ま
た、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が
適切になされていると思いますか。 7 0

実際の支援の状況を見たことが無いので
環境、支援員配置の現状がわかりませ
ん。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。また、こど
も達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

7 0

5 こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が受けられ
ていると思いますか。 

7 0

先に記載した通り、提供されている支援がプロ
グラム通りかどうか 直接確認する術がない。
お任せである。年一回でも保護者が普段の様子
をみられるが機会があると良い

6 事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合っていると
思いますか 。

7 0

IIIのお答えに関してなんですが、わからないの
で回答はいいえにしときます。お友達によって
行われているのかなとは思います、支援とし
て。

7 こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上
で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されていると思いますか。

7 0

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デ
イサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す
支援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援
内容が設定されていると思いますか。

7 0

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。

7 0

10 事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いますか。

7 0

11 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があります
か。

3 3

12 事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説
明がありましたか。

8 0

13 「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。

7 1

14 事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族
等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われていますか。

5 2

15 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況について共通
理解ができていると思いますか。

8 0

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

8 0

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

8 0

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の機会が設
けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだい向けのイベントの開
催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支援が
されていますか。

6 2

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

授業参観日等の開催を検討します。

適
切
な
支
援
の
提
供

保
護
者
へ
の
説
明
等

授業参観日等の開催を検討します。

授業参観日等の開催を検討します。

授業参観日等の開催を検討します。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



19
こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されているとともに、
こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説明され、相談や申
入れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

8 0

20 こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思います
か。

7 1

21 定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報や
業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されていますか。

7 1

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

8 0

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていますか。また、発生を想
定した訓練が実施されていますか。 8 0

利用中の有事の際、子供の送迎など どのよう
にするのか、計画され、必要であれば保護者を
交えた訓練も必要かと思う

24 事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練が行われ
ていますか。

8 0

25 事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の確保
が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

8 0

26 事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故が発生し
た際の状況等について説明がされていると思いますか。

6 2

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 

8 0

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

8 0

29 事業所の支援に満足していますか。

8 0

非
常
時
等
の
対
応

緊急時訓練等に保護者様にご協力いた
だく点があるか検討する。

満
足
度



（別紙５）

みらいこども伊那中央教室
公表日 2025/3/23

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

6 1

構造化は出来ているが、きちんとした静養
室、カームダウンスペースがあるとさらに
良いと感じる。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。

4 3

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や
情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 5 2

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、
こども達の活動に合わせた空間となっているか。

7 0

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ
る環境になっているか。 

6 1

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、
広く職員が参画しているか。

7 0

研修へは力を入れているが、支援の質向上
に向けた研修（障害の理解など）はまだ少
ないように感じる。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて
おり、その内容を業務改善につなげているか。

3 2

問9は、詳細が良く分からないが、「ハ
イ」としました

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ
なげているか。

6 1

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている
か。

4 2

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研
修を開催する機会が確保されているか。

6 1

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 

6 1

支援開始前に職員間での打ち合わせをしっ
かりと行っている。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を
作成しているか。 6 1

一部、未対応の為にイメージで「ハイ」と
しています

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任
者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども
の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 7 0

問16と24 よく分かりません（質問内容
の理解が…）

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が
行われているか 。

5 2

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル
なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ
スメントを使用する等により確認しているか。 4 3

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン
の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家
族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支
援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ
れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

3 2

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

5 2

問3において:中央教室は2階での生活と
なっている中、階段は⾧く急なものである

と思います。
災害で避難をするという時、1階に降りら
れる階段が1か所しかない（緊急用の外階
段もあるけれど、ある場所が一緒。）こと
に不安を覚えます。 また、降りるのに時
間を要する利用者もいる中、滑り台みたい
に滑って降りれるものがあるといいのにな

と感じます。

問8において:正規スタッフの面談は実施して下さっています
が、ヘルパーさんやドライバーさんの面談というのはない。
そのような中で、送迎とかで一緒になると、ふと悩みを言葉
にされるヘルパーさん・ドライバーさんの姿があります。

送迎での子どもたちの危険行為があるとのお話もあり（トラ
ンクルームや助手席に勝手に移動する、シートベルトをして
くれない、同乗する子ども同士でのトラブル等）、聞き取り

をすることがすごく重要だなと思う案件もありました。
きちんとした時間をつくらないとこういったことを変に遠慮
して報告してくれないという姿も感じるので、ヘルパーやド
ライバーさんとお話ができる時間がつくられたら良いのにな

と思いました。

事業所名

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支

事業所における自己評価結果公表



18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

7 0

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課
後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。

7 0

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内
容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている
か。 7 0

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の
振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

6 1

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ
なげているか。

7 0

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの
必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。

7 0

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み
合わせて支援を行っているか。

5 1

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定
をする力を育てるための支援を行っているか。

6 1

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、
そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

7 0

保護者との連絡を丁寧に行うよう心掛けて
いる。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教
育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

7 0

問28において:これまでも何度か受け渡しのお願い
をしているが、先生が出てこない日がまだたまにあ
るとう小学校がある。
。

28
学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻
の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適
切に行っているか。 6 1

問35において:茶話会くらいだと思う。 実際参加
者の顔ぶれは毎回同じような感じで…仕事を忙しく
している保護者の方の参加はまだまだだと思う

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援
事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

4 1

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等
へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している
か。 5 0

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー
パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。

4 3

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する
機会があるか。

1 6

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。

1 5

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課
題について共通理解を持っているか。

6 1

35
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ
ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会
や情報提供等を行っているか。 4 3

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ
ているか。

4 2

通信を定期的に発行できている。地域との
関わりは少ない。

37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思
の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや
家族の意向を確認する機会を設けているか。 5 2

一部、間接的な対応は「ハイ」となってい
ます

援
の
提
供

関
係
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関
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38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、
保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

6 0

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要
な助言と支援を行っているか。

6 1

40
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、
保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、
きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。

4 2

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも
に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対
応しているか。 7 0

42
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ
り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し
て発信しているか。 6 1

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

7 0

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を
しているか。

7 0

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。

1 6

46
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発
生を想定した訓練を実施しているか。 7 0

問48において:新スタッフと再度確認を
する機会をしてないと思う。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、
定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

7 0

問49において:アレルギーの子は把握し
て除去した食材を提供しているが、医師の
指示書とは?

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して
いるか。

6 1

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が
されているか。

6 1

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置
を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

6 1

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計
画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

5 2

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検
討をしているか。

7 0

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし
ているか。

7 0

54
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決
定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後
等デイサービス計画に記載しているか。 5 1

保
護
者
へ
の
説
明
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非
常
時
等
の
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（別紙３）

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 33 （回答者数） 14

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 6 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

セキュリティに配慮したうえで、デジタルツール活用を
推進しより、新しい情報やお子さんの変化に早く丁寧に
情報共有出るようにする。

2

職員ごとに対応や情報量の差が出ないように、ポイント
を絞って情報共有できるようにチェックリスト等の活用
を進める。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

施設の状況にできるだけ影響されないように、活動ごと
の目的を整理して活動意図にかなう活動が実施できるよ
うにするとともに、公共施設（公園や体育館等）も活用
し、経験体験のバリエーションと質を確保していく

2

3

○事業所名 みらいこども飯田鼎上山教室

○保護者評価実施期間 令和6年11月10日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和6年11月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年3月25日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

個別支援計画の丁寧な職員間共有を強みと考えていま
す。

お子さん一人ひとりに寄り添った支援を意識的に行って
います。お子さんの特性や、自分自身で自覚している願
いに寄り添おうという姿勢が欠け、支援を一方的に行っ
ても支援の成果は上がりづらいと私たちは考え取り組ん
でいます。

活動スペースが活動に対して狭い時がある。

職員間の連携が強みです。 職員間で共有した情報や方針を、保護者様の期待や要望
に応えられるように活用することを目指して取り組みを
行っています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

活動ごとにどういう動きや体験をしたいのか整理があい
まいである点。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

みらいこども飯田鼎上山教室
公表日 2025年3月25日

利用児童
数 33 回収数 14

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

13 1

地震災害時などがとても不安な場所
である

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

14 0

トイレ

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思いますか。ま
た、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が
適切になされていると思いますか。 14 0

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。また、こど
も達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

12 2

5 こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が受けられ
ていると思いますか。 

14 0

6 事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合っていると
思いますか 。

14 0

7 こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上
で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されていると思いますか。

13 1

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デ
イサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す
支援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援
内容が設定されていると思いますか。

14 0

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。

14 0

10 事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いますか。

13 1

11 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があります
か。

8 5

12 事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説
明がありましたか。

14 0

13 「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。

14 0

14 事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族
等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われていますか。

11 3

15 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況について共通
理解ができていると思いますか。

13 1

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

13 1

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

14 0

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の機会が設
けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだい向けのイベントの開
催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支援が
されていますか。

8 5

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

引き続き法令に基づいた事業所設置を
行うとともに、事業所ごとの立地に
あった避難訓練等を行う。

適
切
な
支
援
の
提
供

保
護
者
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の
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明
等

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



19
こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されているとともに、
こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説明され、相談や申
入れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

13 0

20 こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思います
か。

14 0

21 定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報や
業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されていますか。

14 0

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

13 0

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていますか。また、発生を想
定した訓練が実施されていますか。 11 1

いいえのところはわからないため

24 事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練が行われ
ていますか。

10 2

25 事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の確保
が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

12 0

26 事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故が発生し
た際の状況等について説明がされていると思いますか。

13 0

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 

12 1

通所を毎日楽しみにしています。い
つもありがとうございます。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

12 1

子どもが、学校・放課後デイに行き渋りがある
が、支援会議に参加してくれたり、タイムケア
を提案してくれたり、色々力になろうとしてく
れており感謝しています。

29 事業所の支援に満足していますか。

13 1

非
常
時
等
の
対
応

事業参観日等の設定を行い、活動を見
てもらう機会を作る

満
足
度



（別紙５）

みらいこども飯田鼎上山教室
公表日 2025/3/25

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。
2 2

自由時間に体を動かせるスペース（飯沼のような部
屋）があるといいと思います。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。
4 0

毎日の掃除で清潔感を保てていたりことばの部屋で
個別で過ごせる部屋もあるのでいいと思います。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。
2 2

活動スペースが狭いと思います。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
2 2

部屋数の関係で静養室と図書室が同じ空間だった
り、利用者個別対応の部屋が来客で使用できない場
合があり、確保が難しいと感じます。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。
3 1

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。
3 1

研修機会は多く設けられていると思いま
す。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。
3 1

研修等の機会やGの話し合いの場が多く設
けられているので積極的に参加したい。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。
4 0

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。
3 1

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。
4 0

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 
4 0

簡単な到達目標とその為に必ずしていくこと、みた
いな事も月一くらいでご本人様と相談して決めて行
くようにすると、成⾧にむけての意識が向く気がし
ます。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。
4 0

活動前の打ち合わせ、振り返り等、職員間
の話し合いはよく出来ていると思います。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。
4 0

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか
4 0

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。
4 0

16 放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

4 0

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。
4 0

事業所名
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事業所における自己評価結果公表



18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。
4 0

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。
4 0

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。
4 0

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
4 0

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。
4 0

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
4 0

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。
4 0

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。
4 0

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
4 0

児童館、児童クラブ等の他児童との交流は
なかなか機会がない。３１・３５について
は自分は参加したことがありません。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
4 0

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。
3 1

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
4 0

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事
業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供す
る等しているか。 3 0

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じて
スーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。

3 1

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活
動する機会があるか。

1 3

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。
2 2

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状
況や課題について共通理解を持っているか。

4 0

35
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プ
ログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる
研修の機会や情報提供等を行っているか。 2 2

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明
を行っているか。

4 0

地域住民とのつながりや保護者会等の開催
は自分のGで直接開催していないため、こ
のような機会を設けている事業所があれば

アドバイスをお聞きしたい。

37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者
の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえ
て、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。 4 0
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38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を
行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ている
か 。 4 0

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談
や必要な助言と支援を行っているか。

4 0

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。

1 3

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備すると
ともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速か
つ適切に対応しているか。 4 0

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。
4 0

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。
4 0

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための
配慮をしているか。

4 0

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運
営を図っているか。

1 3

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。
4 0

避難訓練、感染症対策のロープレを行って
いるが、定着するように定期的に行いた

い。５４については自傷の予防で対象とな
るのでは、という児童がいるが事前に親御

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
4 0

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。
4 0

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。
4 0

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
4 0

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか
3 1

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。
4 0

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。
4 0

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。
4 0
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（別紙４）

～ 令和6年12月20日
（対象者数） 3 （回答者数） 1

～ 令和6年12月20日
（対象者数） 2 （回答者数） 1

～ 令和6年12月20日
（対象数） 2 （回答数） 1

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

訪問した担当職員以外の知識がスキルが支援に生かせる
ように、取り組みを進める。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

年間計画を使い訪問予定者を早めに選定、アポイントの
方法での選択肢を増やしたり、取りやすい時間帯の把握
をスタッフ間で共有を行う。ビジネスチャット等の利用
検討をする。

2

人財育成を行うとともに、相談支援事業所等と連携し
て、ご利用者様に支援の機会損失が起きづらいようにす
る。

3

○事業所名 みらいこども南箕輪教室
○保護者評価実施期間 令和6年11月10日
○保護者評価有効回答数
○従業者評価実施期間 令和6年11月10日
○従業者評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 令和6年11月10日
○訪問先施設評価有効回答数
○事業者向け自己評価表作成日 2025年3月25日

工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

当事業所は、放課後等デイサービスと連携した多機能型
事業所であり、一貫性のある支援体制の構築ができる。

保育所等訪問支援で得た情報を放課後等デイサービスで
の支援に汎化し、よりお子さんにあった継続的な成⾧の
サポートができれるようにしている。

関係先との兼ね合いもあり、訪問のアポイントが取りず
らい。

学校とのアポイントの連絡が取りずらい、日ごろからの
情報共有が取れる場合とそうでない場合とばらつきがあ
る。

訪問できる支援者が、ご利用者様の特性や対応スキルに
より限られることがある。

人財育成を前もって行う。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙５）

みらいこども南箕輪教室
公表日 2025年3月25日

利用児童
数 5 回収数 1

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 訪問支援に使用する教具教材が整えられていますか。
1

2 プライバシーに配慮された面接室等が整えられていますか。
1

3 事業の目的が適切に説明されていると思いますか。
1

4
保育所等訪問支援の頻度や時間について、相談の上決定されていま
すか。

1

5
こどもの状態に応じた支援が提供できる職員（職種や人数）体制だ
と思いますか。

1

6
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のあ
る支援が受けられていると思いますか。 

1

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観
的に分析された上で、保育所等訪問支援計画（個別支援計画）が作
成されていると思いますか。 1

8
保育所等訪問支援計画（個別支援計画）には、訪問先施設や担任等
の意向が盛り込まれていると思いますか。

1

9
保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保
育所等訪問支援の提供すべき具体的内容」も踏まえながら、具体的
な支援内容が設定されていると思いますか。 1

10 保育所等訪問支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。
1

11
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先施設に配慮した支援が行わ
れていると思いますか。

1

12
事業所を利用する際に、運営規程、利用者負担等について丁寧な説
明がありましたか。

1

13
「保育所等訪問支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされ
ましたか。

1

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレー
ニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行なわ
れていますか。 1

15
必要なときにこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発
達の状況、課題について共通理解ができていると思いますか。

1

16
定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われています
か。

1

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。
1

18

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備され
ているとともに、こどもや保護者に対してそのような場があること
について周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に
対応されていますか。 1

19
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされて
いると思いますか。

1

事業所名

ご意見を踏まえた対応
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20
事業所は、訪問先施設からの相談等に適切に応じ、必要な助言と支
援が行われていると思いますか。

1

21
保育所等訪問支援を実施した際に、訪問先施設と訪問支援の内容に
ついて話し合いが行われていると思いますか。

1

22
保育所等訪問支援を実施した際に、保護者に対して適切に共有がな
されていると思いますか。

1

23
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や連絡体制等の
情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信
されていますか。 1

24 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。
1

25
事業所では、緊急時の対応について訪問先施設と連携し、実践でき
るようにしていると思いますか。

1

26
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知され
る等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思い
ますか 。 1

27 こどもは訪問支援を嫌がっていませんか。
1

28 事業所の支援に満足していますか。
1

非
常
時
等
の
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満
足
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（別紙６）

公表日
利用児童

数

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやす
く、取り入れやすいものですか。

1

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足していま
すか。

1

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれ
ていますか。

1

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが
解消または軽減されましたか。

1

5 事業所からの支援に満足していますか。
1

事業所名
2025年3月25日

みらいこども南箕輪教室
5        回収数 1

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応

訪問先施設からの事業所評価の集計結果公表



（別紙７）

みらいこども南箕輪教室
公表日 2025年3月25日

チェック項目 はい いいえ
工夫していると思う点・改善が必要だと

思われる点など
課題や改善すべき点

1 訪問支援に使用する場合の教具教材は適切であるか。

0 1

訪問支援員の育成

2 利用希望者に対して、職員の配置数は適切であるか。

0 1

3
業務改善を進めるためのPDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、
広く職員が参画しているか。

1 0

4
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。

1 0

5
従業者の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善
につなげているか 。

1 0

6
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている
か。

0 1

7
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で
研修を開催する機会が確保されているか。

0 1

8
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、保育所等訪問支援計画を
作成しているか。 1 0

9
保育所等訪問支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者
だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども
の最善の利益を考慮した検討が行われているか 。 1 0

10
保育所等訪問支援計画を作成する際には、訪問先施設の担当者等と
連携し、訪問先施設や担任等の意向を盛り込んでいるか。

1 0

11
保育所等訪問支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行
われているか 。

1 0

12
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ
ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使用する等により確認しているか。 0 1

13
保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保
育所等訪問支援の具体的内容」も踏まえながら、具体的な支援内容
が設定されているか。 1 0

14
保育所等訪問支援計画が職員間で共有され、計画に沿った支援が行
われているか。

1 0

15
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい
るか。 1 0

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援
の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

1 0

17
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先の理念や支援手法を尊重し
て支援を行っているか。

1 0

18
毎回の支援に関して、記録を取ることを徹底し、支援の検証・改善
に繋げているか。

1 0

事業所名

環
境
・
運
営
・

体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

事業所における自己評価結果公表



19
定期的に保護者や訪問先の意向の確認やモニタリングを行い、保育
所等訪問支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っ
ているか。 1 0

20
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

1 0

21
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

1 0

22
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、
支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

1 0

23
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等に助言を受けた
り、職員を外部研修に参加させているか。

1 0

24
(自立支援)協議会子こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積
極的に参加しているか。

1 0

25
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。

1 0

26
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ
ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機
会や情報提供等を行っているか。 0 1

27 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。

1 0

28
訪問先施設に対し、事業の趣旨や訪問支援の目的等について適切に
説明を行っているか。

1 0

29
保育所等訪問支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の
尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや
家族の意向を確認する機会を設けているか 。 1 0

30
「保育所等訪問支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保
護者から保育所等訪問支援計画の同意を得ているか。

1 0

31
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応
じ、必要な助言と支援を行っているか。

1 0

32

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま
た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている
か。 1 0

33
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す
るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合
に迅速かつ適切に対応しているか。 1 0

34
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ
り、活動概要や連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信し
ているか。 0 1

35 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

1 0

36
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。

1 0

37
訪問支援に加え、訪問先からの相談等に適切に応じる体制を整え、
必要な助言や支援を行っているか。

1 0

38
保育所等訪問支援の実施後に、訪問先施設とカンファレンスを行っ
ているか。

1 0

保
護
者
等
へ
の
説
明
等

訪
問
先
施

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携



39
保育所等訪問支援の実施後に、家族等へ適切に支援内容等の共有を
行っているか。

1 0

40 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

1 0

41
訪問先施設からの相談に適切に応じ、信頼関係を築きながら、専門
的な助言を行っているか。

1 0

42
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発生を想定した訓練を実施しているか。 1 0

43
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

1 0

44
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について
検討をしているか。

1 0

45
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。

1 0

46
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児
童発達支援計画に記載しているか。 1 0

施
設
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応



（別紙３）

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 35 （回答者数） 16

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 6 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

集団活動も大切にしながらも、専門的支援実施加算等個
別性のある療育内容も検討していきたいと思います。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

刺激のコントロールの必要が出た場合、増室等の⾧期的
な選択肢の確保にこだわらず、パーテーション設置等の
選択肢も具体的に考える

2

3

○事業所名

○保護者評価実施期間 令和6年11月10日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和6年11月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年3月25日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

運動療育を軸に、体の使い方や体力向上を支援するとと
もに、個々のペースに合わせ、小さな成功体験を重視し
ている点。

お子様への効果的なサービス向上のため、スタッフ間で
ミーティングや練習を重ね、安全な補助とポイント確認
を徹底し、連携を図っております。

個別スペースが少なく、刺激が困難さにつながる場合に
支援の選択肢が限られてしまう点

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

刺激で困ってしまい、支援での経験体験が得られる危害
が減ってしまう。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

みらいこども南箕輪教室
公表日 2025年3月25日

利用児童
数 35 回収数 16

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1

こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

16 0

角があるものに衝撃材のようなものを貼ってい
たり、写真や絵カードが使われていたりしてい
て分かりやすく、ありがたいなぁと感じてま
す。

2

職員の配置数は適切であると思いますか。

15 1

入口の階段が危ないと思われます。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思いますか。ま
た、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が
適切になされていると思いますか。

14 2

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。また、こど
も達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

16 0

5

こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が受けられ
ていると思いますか。 

15 1

様々な活動内容を考えてくださっていて、とて
も感謝しています。

6

事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合っていると
思いますか 。

15 0

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上
で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されていると思いますか。

15 1

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デ
イサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す
支援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援
内容が設定されていると思いますか。

16 0

9

放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。

15 1

10

事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いますか。

15 1

11

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があります
か。

9 7

12

事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説
明がありましたか。

15 1

授業参観を設定していただいて普段の様子がわ
かり有り難かったです。

13

「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。

15 1

自身が積極的に関わることで機会を得ている
が、消極的だった場合、ただ預けているだけに
なれてしまうとは思う。

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族
等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われていますか。

15 1

祝日イベントや、茶話会などがあり楽しく参加
させていただいています。

15

日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況について共通
理解ができていると思いますか。

15 1

16

定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

15 1

17

事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

14 2

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の機会が設
けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだい向けのイベントの開
催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支援が
されていますか。

15 1

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

年度ごとのお子さんの得意さ苦手さな
ども含めて安全点検をし、対応できる

点があれば対応します。

適
切
な
支
援
の
提
供

保
護
者
へ
の
説
明
等

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されているとともに、
こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説明され、相談や申
入れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

15 1

20

こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思います
か。

14 2

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報や
業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されていますか。

15 1

22

個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

16 0

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていますか。また、発生を想
定した訓練が実施されていますか。

12 4

訓練については知らないだけでされているかもしれません。

24

事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練が行われ
ていますか。

13 3

25

事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の確保
が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

13 3

26

事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故が発生し
た際の状況等について説明がされていると思いますか。

13 3

27

こどもは安心感をもって通所していますか。 

15 1

短時間であるのに日々の内容をいろいろと考え
てくださり、祝日イベントや⾧期休み中のお出
かけ内容には頭が下がる思いです。ただ子供が
家の方が好きというだけです。申し訳ないで
す。

28

こどもは通所を楽しみにしていますか。

13 3

子供の性格を理解してくださっていると
感じています。

29

事業所の支援に満足していますか。

14 2

実際怪我をして、すぐ連絡をいただきました。
またご連絡下さい。と仰っていらしたので、そ
の後医者から帰宅後に事業所がまだ電気がつい
ていましたので、電話連絡致しましたが、出て
いただけませんでした。メールでもご連絡致し
ましたが返事も頂けず、金曜日でしたので、月
曜日に返信が来ました。もう少し緊張をもって
対応頂きたいです。

この度はお怪我を負わせてしまい申し
訳ありませんでした。こちらから情報
提供をお願いした以上、連絡に注意を
払うとともに、対応が難しい場合は事
前にお伝えすべきだと思います。再発

防止に努めたいと思います。

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度

怪我をした時に、親への連絡は迅速にし
ていただいています。…が、職員が見て
いるにもかかわらず、何度も何人も手を
出されている子供にもう少し目を掛けて
いただきたいです。(手を出している時に

すぐ止めるとか。)

ケガにつながる状況は避けるように支
援するとともに、場面ごとの課題設定
も工夫して段階的に力をつけていただ
けるような支援を組んでいきたいと思
います。



（別紙５）

みらいこども南箕輪教室
公表日 2025/3/125

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

3 1

活動室で運動遊びとおもちゃで遊ぶスペースの分け方をもう少し改善で
きると良いと感じる。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。

3 1

・活動をする場と学習をする場がしっかりと別れている
・静養スペースの正しい使い方を子供たちに伝えていく必要がある

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、
事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上
の配慮が適切になされているか。 4 0

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達
の活動に合わせた空間となっているか。

4 0

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境に
なっているか。 

4 0

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員
が参画しているか。

4 0
業務改善に繋げられる機会があり、改善されている。今後も継続してい

く必要がある。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、そ
の内容を業務改善につなげているか。

2 2

・みらい人研修など学ぶ機会が設けられている
・親御さんの声を聞く機会があればいいなと感じる

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげてい
るか。

4 0

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。

1 3

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催
する機会が確保されているか。

4 0

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 

4 0

問21は翌日に振り返りをしている

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや
課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。

4 0
個々の利用者にアセスメントを行いニーズに対して必要な支援を行える

ための話合いをし、計画を立てている。

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけで
なく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考
慮した検討が行われているか。 4 0

・昨日の振り返りや朝会などで話し合う場が設けられている
・伝達ミスがあったため、白紐にしっかりと伝えるように徹底したい

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われて
いるか 。

3 1

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセス
メントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用す
る等により確認しているか。 3 1

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課
後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行
支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こ
どもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設
定されているか。

3 1

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

3 1

事業所名

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支

事業所における自己評価結果公表



18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

2 1

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイ
サービス計画を作成し、支援が行われているか。

4 0

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割
分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。

3 0

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返り
を行い､気付いた点等を共有しているか。

4 0

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげてい
るか。

3 1

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を
判断し、適切な見直しを行っているか。

4 0

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて
支援を行っているか。

4 0

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力
を育てるための支援を行っているか。

3 1

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこど
もの状況をよく理解した者が参画しているか。

4 0

家族会（茶話会）や参観日を行うことで情報共有、状態を確認しながら
必要なことを支援している。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関
係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

4 0
・下校時刻が学校と親御さんとの情報で違う時があった

・口頭での送迎変更はすぐメモするなど、しっかりと確認を行いたい

28
学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認
等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っている
か。 2 1

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等
との間で情報共有と相互理解に努めているか。

4 0

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行す
る場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。

3 1

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズ
や助言や研修を受ける機会を設けているか 。

3 1

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があ
るか。

1 3

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。

4 0

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題につい
て共通理解を持っているか。

3 1

35
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペア
レント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っ
ているか。 3 1

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っている
か。

3 1 通信の発行、苦情に対する迅速な対応がされている。

37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、
こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認
する機会を設けているか。 4 0

・通信やSNSを活用し始めている

援
の
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38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者か
ら放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

4 0

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と
支援を行っているか。

4 0

40
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同
士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交
流する機械を設ける等の支援をしているか。

3 0

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こども
や保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。

4 0

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。

4 0

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

4 0

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている
か。

4 0

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っている
か。

2 2

46
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マ
ニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練
を実施しているか。 4 0

安全管理、ヒヤリハット、BCP、虐待防
止、アレルギー等の学習、共有、振り返り
を行い安全な支援を行えるように意識して

いる。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に
避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

4 0
・介護者研修という関わる全ての職員で学

ぶ場がある

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。

3 1

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされてい
るか。

4 0

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる
等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

4 0

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づ
く取組内容について、家族等へ周知しているか 。

3 1

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をして
いるか。

4 0

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている
か。

4 0

54
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こ
どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計
画に記載しているか。 4 0

保
護
者
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（別紙４）

～ 令和6年12月20日
（対象者数） 10 （回答者数） 7

～ 令和6年12月20日
（対象者数） 5 （回答者数） 5

～ 令和6年12月20日
（対象数） 3 （回答数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

デジタルツールを使った共有が多いが、共有の時間の確
保を検討していきたい。

2

職員のそれぞれの強みを活かし、訪問スタッフの選定や
訪問頻度も検討していきたい。

3

ぞれぞれの学校や先生方の時間の取りやすい時間帯を確
認し、事業所での共有を行っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

年間計画を使い訪問予定者を早めに選定、アポイントの
方法での選択肢を増やしたり、取りやすい時間帯の把握
をスタッフ間で共有を行う。

2

3

関係先との兼ね合いもあり、訪問のアポイントが取りず
らい。

学校とのアポイントの連絡が取りずらい、不在のことが
多い。

○訪問先施設評価有効回答数
○事業者向け自己評価表作成日 2025年3月25日

工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

当事業所は、放課後等デイサービスと連携した多機能型
事業所であり、一貫性のある支援体制の構築ができる。

保育所等訪問支援で得た情報を放課後等デイサービスで
の支援に汎化し、よりお子さんにあった継続的な成⾧の
サポートができれるようにしている。

多職種のスタッフが在籍しており、保育所等訪問支援で
の様々な視点での情報吸い上げができる。

当事業所は専門指導員や児童指導員、保育士、児童発達
管理責任者と、多岐にわたるスタッフが在籍していま
す。なるべく訪問するスタッフも固定せず、様々なス
タッフが訪問できれるようにしています。

学校や関係先との連携強化を密に行うことができる。 保育所等訪問支援を通じた訪問先や先生方とのコミュニ
ケーションや意見交換・フィードバックを行っている。

○従業者評価実施期間 令和6年11月10日
○従業者評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 令和6年11月10日

○事業所名
○保護者評価実施期間 令和6年11月10日
○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙５）

みらいこども飯田上郷飯沼教室
公表日 2025年3月25日

利用児童
数 10 回収数 7

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 訪問支援に使用する教具教材が整えられていますか。
4 1

2 プライバシーに配慮された面接室等が整えられていますか。
4 1

3 事業の目的が適切に説明されていると思いますか。
7 0

4
保育所等訪問支援の頻度や時間について、相談の上決定されていま
すか。

5 2

5 こどもの状態に応じた支援が提供できる職員（職種や人数）体制だと思いますか。
7 1

6 こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が受けられていると思いますか。
7 0

7 こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で、保育所等訪問支援計画（個別支援計画）が作成されていると思いますか。
8 0

8 保育所等訪問支援計画（個別支援計画）には、訪問先施設や担任等の意向が盛り込まれていると思いますか。
6 0

9 保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保育所等訪問支援の提供すべき具体的内容」も踏まえながら、具体的な支援内容が設定されていると思いますか。
6 0

10 保育所等訪問支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。
6 0

11 保育所等訪問支援を実施する際、訪問先施設に配慮した支援が行われていると思いますか。
6 0

12 事業所を利用する際に、運営規程、利用者負担等について丁寧な説明がありましたか。
7 1

13 「保育所等訪問支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。
5 1

14 事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行なわれていますか。
5 0

15 必要なときにこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況、課題について共通理解ができていると思いますか。
7 0

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。
7 1

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。
8 0

18 こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されているとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

6 0

19 こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思いますか。
6 0

事業所名

ご意見を踏まえた対応
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保護者からの事業所評価の集計結果公表



20 事業所は、訪問先施設からの相談等に適切に応じ、必要な助言と支援が行われていると思いますか。
7 0

21 保育所等訪問支援を実施した際に、訪問先施設と訪問支援の内容について話し合いが行われていると思いますか。
6 0

22 保育所等訪問支援を実施した際に、保護者に対して適切に共有がなされていると思いますか。
8 0

23 定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されていますか。
7 0

24 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。
7 0

25 事業所では、緊急時の対応について訪問先施設と連携し、実践できるようにしていると思いますか。
6 0

26 事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか
7 0

27 こどもは訪問支援を嫌がっていませんか。
8 0

28 事業所の支援に満足していますか。
8 0

満
足
度

非
常
時
等
の
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（別紙６）

公表日
利用児童

数

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやす
く、取り入れやすいものですか。

3 0

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足していま
すか。

3 0

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれ
ていますか。

3 0

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが
解消または軽減されましたか。

3 0

5 事業所からの支援に満足していますか。
3 0

Kさんとは、外部機関との連携全般についても
相談させていただいています。方向性を見いだ
せて、ありがたいです。

事業所名
2025年3月25日

みらいこども飯田上郷飯沼教室
10  回収数   3

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応

訪問先施設からの事業所評価の集計結果公表



## （別紙７）

みらいこども飯田上郷飯沼教室
公表日 2025年3月25日

チェック項目 はい いいえ
工夫していると思う点・改善が必要だと

思われる点など
課題や改善すべき点

1

訪問支援に使用する場合の教具教材は適切であるか。

4 0

2

利用希望者に対して、職員の配置数は適切であるか。

5 0

3

業務改善を進めるためのPDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が
参画しているか。

4 0

4

保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、そ
の内容を業務改善につなげているか。

4 0

5

従業者の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげて
いるか 。

5 0

6

第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。

4 0

7

職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催
する機会が確保されているか。

4 0

8

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや
課題を客観的に分析した上で、保育所等訪問支援計画を作成しているか。

5 0

9

保育所等訪問支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでな
く、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮
した検討が行われているか 。

5 0

10

保育所等訪問支援計画を作成する際には、訪問先施設の担当者等と連携し、訪
問先施設や担任等の意向を盛り込んでいるか。

5 0

11

保育所等訪問支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われている
か 。

5 0

12

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセス
メントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用す
る等により確認しているか。

3 1

13

保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保育所等訪問
支援の具体的内容」も踏まえながら、具体的な支援内容が設定されているか。

4 0

14

保育所等訪問支援計画が職員間で共有され、計画に沿った支援が行われている
か。

5 0

15

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割
分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。

5 0

16

支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返り
を行い､気付いた点等を共有しているか。

5 0

17

保育所等訪問支援を実施する際、訪問先の理念や支援手法を尊重して支援を
行っているか。

4 0

18

毎回の支援に関して、記録を取ることを徹底し、支援の検証・改善に繋げてい
るか。

5 0

事業所名
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19

定期的に保護者や訪問先の意向の確認やモニタリングを行い、保育所等訪問支
援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。

5 0

20

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこど
もの状況をよく理解した者が参画しているか。

4 0

21

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関
係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

5 0

22

就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等
の情報共有と相互理解を図っているか。

5 0

23

質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等に助言を受けたり、職員を
外部研修に参加させているか。

4 1

24

(自立支援)協議会子こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加
しているか。

4 0

25

日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題につい
て共通理解を持っているか。

5 0

26

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペア
レント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を
行っているか。

1 3

27

運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。

5 0

28

訪問先施設に対し、事業の趣旨や訪問支援の目的等について適切に説明を行っ
ているか。

5 0

29

保育所等訪問支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こど
もの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する
機会を設けているか 。

5 0

30

「保育所等訪問支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から保
育所等訪問支援計画の同意を得ているか。

4 0

31

定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助
言と支援を行っているか。

5 0

32

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同
士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交
流する機械を設ける等の支援をしているか。

3 1

33

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するととも
に、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対
応しているか。

5 0

34

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動
概要や連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。

4 1

35

個人情報の取扱いに十分留意しているか。

5 0

36

障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている
か。

5 0

37

訪問支援に加え、訪問先からの相談等に適切に応じる体制を整え、必要な助言
や支援を行っているか。

5 0

38

保育所等訪問支援の実施後に、訪問先施設とカンファレンスを行っているか。

4 1

保
護
者
等
へ
の
説
明
等

訪
問
先
施

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携



39

保育所等訪問支援の実施後に、家族等へ適切に支援内容等の共有を行っている
か。

5 0

40

個人情報の取扱いに十分留意しているか。

5 0

41

訪問先施設からの相談に適切に応じ、信頼関係を築きながら、専門的な助言を
行っているか。

5 0

42

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マ
ニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練
を実施しているか。

5 0

43

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる
等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

5 0

44

ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をして
いるか。

5 0

45

虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている
か。

5 0

46

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こ
どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載
しているか。

3 1

施
設
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応



（別紙３）

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 31 （回答者数） 14

～ 令和6年12月20日

（対象者数） 10 （回答者数） 10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

集団活動も大切にしながらも、個別性のある療育内容も
検討していきたいと思います。

2

地域との交流やお子さんと保護者様との交流ができれる
ようなことも今後企画していきたいと思います。

3

お子さんからのアセスメントも丁寧に取れれるような時
間も考えていきたいと思います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

事業所を見直し空きスペースの確保や物品の配置の検討
をし、スペースの活用を検討していきたい。

2

児童クラブとの関係や連携作りを検討していくため、圏
域の部会での交流やコミュニケーション作りから始めて
みたい。

3

○事業所名 みらいこども飯田上郷飯沼教室

○保護者評価実施期間 令和6年11月10日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和6年11月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年3月25日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

運動療育プログラムを中心にサービス提供を行っていま
す。体の使い方や体力向上、また個々のペースに合わせ
た調整をしながら小さな成功体験が積み重ねられるよう
におこなっています。
ニーズのあるご家庭には水曜日に隔週で音楽療育を提供
してお子さんに合わせた様々なサービスを提供しており

お子さんの効果的なサービス向上に向けて、スタッフ間
でミーティングの検討や練習をおこなったり、怪我がな
いよう補助やポイントを確認をし、スタッフ間で連携を
図っております。

個別スペースが少ない。

放課後児童クラブや児童館との交流する機会がない。 地域の児童の交流は外部に行った際などにできる時もあ
るが、児童クラブとの交流や連携する機会が少ない。

祝日や⾧期休みなどは普段体験できない前向きな経験作
りができるイベントを実施しています。こどもの楽しい
と思う気持ちと、体験したい、挑戦してみたいと思える
ようなイベントを実施しています。

企画では子供たちが楽しんでもらえる、将来に少しでも
つながるようなイベントの考案をスタッフで話し合って
います。また楽しいだけでなく、安心に、安全に実施で
きる視点も意識しながら企画を考えています。

児童一人ひとりのニーズに合わせた個別支援計画の作成
と、定期的な見直しを行っています。

定期的にスタッフみんなで会議をおこない、支援計画で
の意見を出し合う時間を設け、お子さん一人ひとりに合
わせた内容になるように行っています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

お子さんの課題行動やパニック、気持ちの不安さの際に
クールダウンできたり気持ちを落ち着かせたり、刺激が
はいりずらく話が聞けるスペースの確保が少ない。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

みらいこども飯田上郷飯沼教室
公表日 2025年3月1日

利用児童
数 31 回収数 14

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

12 2

トイレの改修を希望(子どもが怖がるため)

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

11 2

工夫している点:運動スペースが広く、壁の凹
凸が少ない。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思いま
すか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報
伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 11 1

入所当初の記憶で回答しているため、その後
参観等しているわけでないので、正直な所、わ
かりません。という回答ばかりです。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

10 1

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が
受けられていると思いますか。 

12 1

工夫している点:その子の能力に応じて運動や
療育を実施してくれている。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合っ
ていると思いますか 。

13 0

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析
された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されている
と思いますか。 14 0

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放
課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、
「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に設定
され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思いますか。

13 1

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。

12 0

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います
か。

13 0

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会が
ありますか。

5 6

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について
丁寧な説明がありましたか。

13 0

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされまし
たか。

14 0

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング
等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われていますか。

10 1

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況につ
いて共通理解ができていると思いますか。

14 0

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

11 3

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

14 0

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の
機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだい向
けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けられるな
ど、きょうだいへの支援がされていますか。 9 2

職員による点検をおこない、必要があ
れば対応をいたします。（安全面、照
明、壁紙等）

 授業参観日等の開催を検討します。

適
切
な
支
援
の
提
供

保
護
者
へ
の
説
明
等

些細な事でもこちらが困った時は、職員さんが
連携をとって即共有・対応してくださいます。
その中心として動いて下さっている、熊谷さん
や大嶋さんには本当に信頼を起くことができ、
丁寧に寄り添い接して下さる様子に 安心して
お願いできます。
いつもありがとうございます。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



19
こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されていると
ともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説
明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

13 0

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思
いますか。

13 0

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等
の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されて
いますか。 13 1

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

13 0

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されています
か。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。 10 2

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練
が行われていますか。

7 2

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安
全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

11 0

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故
が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

13 0

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 

14 0

事業所満足度は2択でなく5段階や10段階など
の評価にしていただけると回答しやすいです

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

12 2

29 事業所の支援に満足していますか。

13 0

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度

私たちの手違いで今回、はい、いいえ
のみのアンケートとなっておりまし
た。次回以降修正します。



（別紙５）

みらいこども飯田上郷飯沼教室
公表日 2025/3/1

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1

利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

10 0

外でお話するなど工夫はしていますが、ご利用者さ
んが一人でクールダウンできるような個別の空間が
欲しいです。

2

利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。

9 1

管理者が研修や出張で利用者さんに対して支援者が
少ないことがあるので安全に支援するうえで改善し
て頂きたいです。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、
事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上
の配慮が適切になされているか。

8 2
個室の設置があると良いなと感じます

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達
の活動に合わせた空間となっているか。

8 2
視覚的にわかりやすいものが多いと思う。

5

必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境に
なっているか。 

3 7

6

業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員
が参画しているか。

8 2

研修や意見を言う場は設けられていると思
います。

7

保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、そ
の内容を業務改善につなげているか。

7 3

8

職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげてい
るか。

9 1

9

第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。

8 2

10

職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催
する機会が確保されているか。

10 0

11

適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 

10 0
日々の支援を連携して行えていると思う。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや
課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。

9 1

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけで
なく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考
慮した検討が行われているか。 

10 0

14

放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われて
いるか 。

10 0

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセス
メントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用す
る等により確認しているか。

8 2

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課
後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行
支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こ
どもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設
定されているか。

9 1

17

活動プログラムの立案をチームで行っているか。

10 0

事業所名

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支

事業所における自己評価結果公表



18

活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

9 0

19

こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイ
サービス計画を作成し、支援が行われているか。

8 1

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割
分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。

10 0

21

支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返り
を行い､気付いた点等を共有しているか。

9 1

22

日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげてい
るか。

9 1

23

定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を
判断し、適切な見直しを行っているか。

10 0

24

放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて
支援を行っているか。

8 2

25

こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力
を育てるための支援を行っているか。

8 2

26

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこど
もの状況をよく理解した者が参画しているか。

10 0

利用者家族と情報の共有はきちんとできて
いるため、家族支援プログラムを行ってい
く必要があると思う。

27

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関
係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

9 1

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認
等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っている
か。

10 0

29

就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等
との間で情報共有と相互理解に努めているか。

10 0

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行す
る場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。

8 1

31

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズ
や助言や研修を受ける機会を設けているか 。

9 0

32

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があ
るか。

5 5

33

（自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。

7 2

34

日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題につい
て共通理解を持っているか。

8 1

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペア
レント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っ
ているか。 

3 6

36

運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っている
か。

9 1
地域との交流が薄い。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、
こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認
する機会を設けているか。 

9 1

援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携



38

「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者か
ら放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

9 1

39

家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と
支援を行っているか。

8 1

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同
士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交
流する機械を設ける等の支援をしているか。

8 1

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こども
や保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。

9 1

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。

9 0

43

個人情報の取扱いに十分留意しているか。

9 1

44

障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている
か。

9 1

45

事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っている
か。

4 5

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マ
ニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練
を実施しているか。

9 1

介護者研修会や、グループミーティング等
で共有出来ている。

47

業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に
避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

9 1

48

事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。

10 0

49

食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされてい
るか。

8 1

50

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる
等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

7 2

51

こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づ
く取組内容について、家族等へ周知しているか 。

6 3

52

ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をして
いるか。

9 1

53

虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている
か。

9 1

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こ
どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計
画に記載しているか。

7 2
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